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平成31年千葉市教育委員会会議第3回定例会
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議案第9号関係参考資料 葉市学校施設長寿命化基本計画（案） 【概要版】千
第1章背景・目的等 【本縄P1】
1 背景

○本市が所有する施設全体の約50％(延床面積へ・-ｽ)を占める学校

施設の老朽化は､深刻な課題であり､今後多額の財政支出が危倶
される。

○ｲﾝﾌﾗ長寿命化基本計画（ｲﾝﾌﾗ老朽化対策の推池に関する関係省庁

連絡会識）や､文部科学省ｲﾝﾌﾗ長寿命化計画及び本市の公共施設

等総合糠理計画に基づき､個別施放毎の具体の対応方針を定める

「個別施設計画｣の策定が求められている。

○第2次千莱市学校教育推進計画を踏まえて、学校施設の壁備･維

持管理を行っていく必要がある。

2 目的

本市学校施設について､中長期的なﾄｰﾀﾙｺｽﾄの縮減,平準化を推

進しつつ､安全性の確保や性能･機能の維持・向上を図るための方

針を明らかにする。

3計画の位置付け

本市学校施設に関する｢個別施設計画」 として位睡付け

※各年度の1F業仕や実施時期等は､予算や国庫補助の状況等を踏
まえて決定

4計画期間

平成31年度~平成40年度※平成36年度を目途に見直し

5対象施設※平成30年4月1日現在

171 (小学校・中学校・特別支援学校・高等学校）

O安全性の確保

老朽化対策に加え､地域防災拠点としての安全性及び機能の強化を図る壁備を行い、蚤
O学習琿境の向上

多様な学習活動を可能とし､学ぶｽﾀｲﾙの変化等にも柔軟に対応可能な環塊の亜伽を行し
○生活理境の向上

生活様式の変化や､社会の多織化等に留意し､搬能性や利便性を高めるとともに、省ｴ
向上と環境負荷の低減を目指す。

O地域とともにある学校施股づくり

社会の変化や各地域の実情等を踏まえながら、周辺施設との複合化や地域活動の拠点剛
にある学校施設を目指す‐

罫諏JEC

院の推制

第2章学校施股の実態 【本縄 P3】
1 学校施殴の運営状況等

（1 ）学校施設一覧

本編P3~6に記載のとおり

（2）児童生徒散等の推移

○平成30年5月現在の小中学校の児童生徒総数は、 71,472人であ

り､ 上.-ｸ時（昭和57年）の約55％となっている。

○平成52年には、平成30年比で約3割減の見込み

（3）学校の分布状況

児童生徒数の減少に伴い､

今後小規模校が増加の見込み

（4）施股関連経費の推移

函rロ■■＝一・師

平成24～29年度の平均：約76億円/年

（5）学校施般の保有趾と今後の維持・更新ｺｽﾄ

○延床面積約115.0万㎡(1,071棟）の学校施設を保有

○建築後30年以上経過した建物が全体の約8割に到達

○多くは昭和40~50年代に集中して建築されており、今後、改

修・改築のﾀｲﾐﾝｸﾞを一斉に迎える

○築60年で改築した場合､今後40年間で6, 146億円（平均154億円

／年）必要となるほか、前半20年間に改築が集中し、平均178億

円/年に連する見込み【図表2－11 （裏面参照） 】

2学校施股の老朽化の実態

（1 ）構造躯体の憾今祥

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の学校施設の構造躯体は、概ね健全

（2）檎造躯体以外の老朽化

屋上や外壁、内部仕上げ、設備等は、経年劣化等が進み、様々

な支障が発生
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下記のとおり 「学校施設の目指すぺき姿｣を掲げ､今後の環境整侭に取り組む。

第4章学校施股整備の基本的な方針等 【本縄P20】
1 施股整臓の考え方

学校施設の実態を踏まえつつ､ ｢学校施設の目指すぺき婆｣を見据えてより効率的で効果的な整備を進めるため、以下の考え方を設定
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2施設の長寿命化

ﾉ

安全性を碓保するため､ ｺｽﾄ縮減･平準化を図りつつ、予防保全を行い、長寿命化を図る。また、その実現に向けて以下の考え方を設定

（1 ） 目視使用年数

○原則「80年｣に設定｡ただし､一部については躯体の健全性により､ ｢70年」 ｢60年」に設定※棟ごとに設定

○効率性等を考忠し､整備は原則「学校単位」で実施

(2)改修周期

築20.60年目に原状回復を目的とした大規模改造を､築40年目に性能・機能向上も含めた保全を行うｱｯﾌﾞﾃ’-ﾄ改修を実施

※時代の要求に沿った整備となるよう、実施内容は適宜見直し

3基本的な整備水翠

○老朽化対策とあわせて､施設間の性能･機能の格差解消を図るため、基本的な整備水準を設定

○小･中学校において､壁備されるぺき特別教室の考え方を設定 【基本的な藍■水単(一部抜粋) 】
4学校流E配置に向けた取組みとの連携

学校教育本来の役割を十分発揮するため､ 「第3次千葉市学校

適正規模・面箙配置実施方針」を策定し、学校の適正規模・適正

配回に向けた取組みを推進しており、取組みの進捗状況を踏まえ、

O施設の安全性の確保

･老朽化対策や安全性の確保を計画的に進めることに加えて､人命等に関わる支障への対応や学校運営上不可欠な
修僧,工事等は、優先して実施

｡ 「改築｣中心の考え方から､適切な維持・保全を行うことで学校施設の延命を図る｢長寿命化」へ転換

分圃 項目

学習田墳
ｲﾝﾀｰｷｧﾄ接隆回脚（寓夜同盟〉
紬官用・輸厩用ｺﾝﾋ，ﾕｰﾀ 他
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第5章将来費用の見通しと今後の取組み【本縄 P32】
1 将来費用の見通し【図表5-1】

○長寿命化により､今後40年間のｺｽﾄを一定程度｢縮減」可能

○長寿命化だけでは､改築時期の集中は避けられず、 ｺｽﾄの｢平準
化」は困難

2財政負担の平準化と緒滅に向けた検肘
（1）改築時期の平鎮化

○改築時期の前倒しにより､ ｺｽﾄの一定の｢平印化｣ と ｢縮減」が
可能

○今後】0年間は､大規模改造及びｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ改修、外壁やﾄｲﾚ等の改
修を実施

(2)学校穂丁配置に向けた取組み

活力ある学校づくりのため､ ｢取組みの優先度」が高い学校の適

正配砥が進むとともに､跡施設を売却することを想定【図表5-4】
（3）施設規模の縮減

保有資産有効活用の観点から、児童牛徒数減少にあわせた学校施

設規模の縮減が不可欠であり､改築面積の縮減を想定【図表5-5】

※個々の学校施設の改築に当たっては、児童生徒数推計等を踏まえ

つつ､変化する教育ﾆｰズ等に応じながら､適切な規模を検討
3 今後の取組み

○試算結果は､過去の施設関連経費の平均額を大幅に上回り、現実的
には財源の確保が難しい。

○試算どおりの整備は困難であり､ さらなるｺｽﾄ縮減と財源確保に向

けた取組みを早期に進めていく必要がある。

(1 )施設規模の縮減と汎用性･効率性の高い施設の整傭

O改築時には､個々の学校施設の必要規模(敷地や延床面積等）を
糀査

○他用途への転用や不要部分の切り離しが可能な汎用性の高い学校

施設の盈備､効率的な改築（低ｺｽﾄな方法等）を検討

（2）新たな視点を取り入れた学校殖下配置の推進

○より良い教育環境の整備に向けて､学校適E配置の取組みを一層
推進

○目標使用年数や改修時期､施設規模等も考慮した適正配匿の検討

○徒歩圏域全体の児童生徒数推計を見通したうえで、学区の調整に

よる学校規模の適正化や学校滴E配溜を戦略的に推進するなど、
新たな視点を検討

(3)他の施股との祖合化

資産の有効活用の観点から､周辺施設との複合化を積極的に検討

ｱ周辺公共施設との複合化により､地域とともにある学校施設づ

くりを検討するほか､地域の公共施設全体の総量縮減を推進

ｲ民間施設との複合化の検討により､資産の有効活用を一層推進

（4）学校跡施殴の有効活用

財源の確保や資産の有効活用の観点から､学校跡施設の売却･貸付
を推進し､学校施設整備の原資につなげていく。

（5）総合的な取組みの推進

○上記(1)～(4）は､総合的に検討していくほか、地域の特性
等も踏まえつつ､様々な可能性を考慮

○計画の見直し(平成36年度を目途）にあたり､上記（1）~

（4）の検討結果や進捗を踏まえるとともに､将来の教育の在り

方や本市の施策展開を踏まえ､総合的な視点から柔軟に対応

列霊2－11】垂60年で改星した迅舎
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第6章計画の継続的運用 【本煽P43】
1 改修等の優先順位付けの考え方

○目標使用年数だけでなく､構造躯体以外の劣化状況等も踏まえ、改修･改築の優先順位を見直し

○躯体以外の劣化状況の評価は､文部科学省の｢学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」の考え方を参考として活用
2適切な点検の実施

日常点検,法定点検･定期点検の適切な実施と、点検結果を踏まえた改修や修緒により、効率的･効果的に長寿命化
3施股情報の管理

学校施設の基本的傭報や工車履歴・点検結果等を､一元的に管理･蓄積･共有可能な仕組みづくりを検討
4推進体制等の整備

各学校・教育委員会･市長部局の一層の連携・協力を推進
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錨案第10号関係参考資料

千葉市放課後子どもプラン（案） 【概要】 第2章放躁後に関する現状と鰹題

1 放課後子ども教室（教育委員会）第1章プランの策定に当たって

1 放課後子どもプランの背景と趣旨 ア実行妾員会方式

○保湿者の協力が児童の診加条件であることの撤廃など､希盟する全ての児鼠が参加できる方策が必要

0－体型モデル校や活動支掻型モデル校との間で学びの機会や内宮に格差が生じない方蹟が必要
○全学年が梁しめる魅力的なプログラムの実施が腺題

○ｺｰテｨﾈｰﾀｰの俊継者が育ってい狂いことや､ PTAや保瞳者会では単年度で役割が終了することを踏
まえ､管碑"皆のノウハウや地皿の禰報の引継ぎが躁題

○ｺｰテｨﾈｰﾀｰ、子どもルーム指導員、学校との一暦の連撹が必要

○担い手不足の解消のため､願業の周知など､多くの方に協力していただける工夫が必要
O事藁を活発に推進するだめ、人材・活動蜴所の確保が喫緊の腺題

O実施日数が目原とする30日に満たない学校が多く、新たな支援と目隙設定が必要

ｲ活動古縄型ﾓテﾙ事菜

○活動の活性化と地域負担軽城を両立させる方策が必要

○支擾が終了した後も地域で円滑に運営ができるノウハウの棡蚤が腺題

○支掴を受けずに活動している学校との不公平感解消のため、雌もが納得できる選定方法が必要

1 社会的な現状，背景

･人口堀少社会の到来､少子化や核家族化､女性の就労の増加､家族形魍の多椴化|こよる子どもを取り巻く
理境の理化

・地域のつながりの希珂化､子どもの遊び園の減少､地域､家庭の教育力の低下
・子どもを狙った犯罪や事故|こよる政陳憧における子どもの安全･安心な居蝿所の鯉保への搬運の高まり

ｊ

〉

I腿

放m

･放腺1

津的孟

共働皀

臼威ぴ

吟ユjヒロ鞄ロブ〆

瞳子ども鹿合ブﾗﾝ

t児童歴全育成事業」

るいは連撹して実施

家庭等の「小1の壁

眼点

の就学児旦が放腺綾

・活助ができること

ー

3 干葉市における取組歩鰹願

･「千葉市こどもブﾗﾝ」により放腺後

施策を展開

･子どもﾙｰﾑでは待機児画の発主や深

刻尿据導員不足、放腺陵子ども教室で

はブﾛクﾗﾑの充実や人材の発掘、開

催日数､診加児亘の減少が大きな腺題

ー

2子どもルーム（こども未来局）
4千璽市放腺登子どもブﾗﾝの策定

･放謀後施策を鰡合的・計画的に実施するために､新た|こ｢千冥市放謀後子どもブﾗﾝ」を策定
○余裕教室を活用することで整備費用の抑制を図ることを基本としつつ受け入れ枠拡大のために必要な地域

には施設の増股を進めるが､利用児童数が増加している学校は、余裕教室が少ない

○施股には余裕があるものの､指導員が不足しているだめ、受入枠を拡大できないﾙｰﾑがある

○‘四国富などの特別教室を学校教育との共用で利用して運営している高学年の子どもルームは、おやつの保管

喝所が確保できないことや､学校の日腺によって使用できない時間があるなど施股面･運営面ともに支障が
ある

○アンケート結果によると､ ｢体験活動の実施される回数が少ない｣｢高学年の子どもが､参加しやすい（参加

したくなる）活動が少ない｣などの活動内容に対する恵見が多く寄せられており、多艤なニーズヘの対応が

必要となっている

計画の付置づけ
.「干葉市新基本計画｣を上位計画とする､ ｢干葉市学校教育推進計画｣､ ｢生涯学習推進計画｣､ ｢千葉市子ど

もプラン｣等の個別部門計画と整合を図りながら､放牒後施策を蝿合的･計画的に推進するための行動計
画として策定する。

2

計画の期間
･2019年度（平成31年度）から202R年度までの5年間

･中間年である2021年度に見直しを実施

3

3放課後子ども教室・子どもルームー体型モデル事業（教育委員会）

○より広い活動ｽペｰｽを必要とするため、子どもﾙｰﾑが敵地外にある学校や活動喝所が不足する大規模校

への導入が困難であり､一体型への移行について､より柔軟ぼ方法を検肘する必要がある

O財政的に安定した運営のため、昼間･夜間の時間帝の区切りや利用料金の見直しを検別する必要がある

○特別な支揺春写する児童も含む全ての児重への安全管理や体験磯会提供のため､より個に応じたきめ細かな
配慮が必要

○一体型モデル亭葉は､子どもルームと同様の指導員の配置や安全基準の遵寺が求められている

4放課後の居場所の提供
4 計画の対象

･市内に在住､または市内小学校に通う小学生を対象とする放課後関連施策 ･前記以外の放謀後の居堀所として、こどもｶﾌｪをはじめ、下配の施股（駆業）が利用されている．

(1)こどもｶﾌｪ(こども未来局) (2)子ども交流館（ことも未来局）

(3)プレーパｰｸ(こども未来局) (4)公民館（教育委員会)

（5）図函館（教育委員会） （6）生涯学習センター（教育委員会）

（7）南部青少年センター（教育委員会）

3



第3章千葉市の放腺後施策の基本理念

1 基本理念

第5章各施策の事業展開

1 放課後子ども教室・子どもルームー体型モデル事業
（1）目編事業■及び堅偏計画

【自源事業且】

○
○

○
○

希望するすべての児圃IF古全・安心に過ごせる居喝所を提供します。

希盟するすべての児匝を対象に｢学びのきっかけ」を提供します。

放脾後の学輔箙ⅡQの利用を推進します。

納得感のある保腫者費用負担により､財政的IE安定し戸錘登奏実現します。

『瑚捲爵

（2）実施にあたっての具体的方策及び計画を実施するための留恵砺項

○体酸プログラム: ymlR輝麻寡目安に実施し､希田する全ての児厘への多撮な体岐槻会葬狸供
○鯉醗プログラム；特色のあるブﾛクﾗﾑを企画､家庭の経済状況による運戻が生じない費用IHE
○利用料金について ○特別尿壹掴を要する児童への対応 ○職員の配固について

2放課後子ども教室
（1）目楓享蕊壷乃ぴ整備肘画

【目掘座業■】

第4章今後の放腺後施策の方向性

1 全体の方向性
○子どもだらが地域社会の中で､心豊かで鰹やかに育まれる琿境づくりのため､引き観き地域主体によ名放脾

後子とも教室を全校（一体型校を除く｡）で実施する。

○一体型を中心とした放腺後の居蝿所の塾偏を計画的に進める。

○一体型の導入が蝿しい学校については､引き続き学筏施股の有効活用を桟肘するとともに、当面は実行要員
会方式で放喋後子ども教室を鯉続できるよう支掻のあり方を検別する。

○子どもルームは､補助制度拡充による民間駆英者の参入促進､旅IR曙備､委肝先多緑化の推進等に取り組み、
待棚児画対策及び多禄なニーズへの対応に努める。

（2）実施にあたっての具体的方策及びUf画を実施するための留意駆頂

O体験プログラム:慣稲交換会の実施等による周知に一厘努め、全校におけるプログラムの共有化を図る
○鯉研プログラム:保腫者の送迎を要さない習い亭として魅力的な体験似会の提供に努める

○頭藁の周知 ○一体型への移行困髄筏について

○子どもルームとの連擁の促進 O特別な支媛を要する児匝への対応

3子どもルーム
（1）目禰事菜囲及び塑備計画

○補助制度拡充による民間顧蒙者の参入促進

【目概駆業困）
購蕊躍謡＞

V謡踊･の溌鵲辱
騨藤v

r謹迩制

｢一体的に運営
｜,用団する全ての児画が一紹,こ活動．

|蕊蕊鶏…
‐令

の
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も
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と
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く
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づ

錘
鋤

公
居ｆ

鰯灘騨礁砺懸擬蔚瀞
4か所，160人肱火堀踊致・人敗 5か所・240人拡大

○旅RH轄儲

【目概駆重臣】
：受託契約の切り琶え時点や筏外から

：校内への移唾時点で、 8+画的に移行 錘鍵慈癖錘驚瀧灘鯵#熟議鴬靭瀧蔚月賦鴬懸

○委既先多様化の推進

【目標駆墾且】

I 粥親辮1
民間頃■画の②入による、受入枠：
の唾及び湧権な二一ズヘの対応

～、~少
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（2）実施にあたっての具体的方篇及び計画を実施するための留意事項

○捕助制度拡充による民間事業者の参入促進 ○余裕教室を活用した施股堅価の催進

○委託先多僚化の推進 ○高学年子どもルームの保育頂境の改琶

○夏季休莱中の待機児邇への対応 ○子どもルーム未股置校への対応

○特別な支捌を要する児画への対応 ○胞員の配置基翠等

4その他の施策
（1）どこでもこどもカフェ（ことも未来局） （2）子ども交流館（こども未来局）

（3）ブﾚｰﾊﾟｰｸ（ことも未来局） （4）公民館（教育壷員会）

（5）図邑館（教育委員会） （6）生涯学習センター（教育委員会）

（7）南部青少年センター（教育委員会）

I“尺画解消］'i ‘

2 学校施設の活用に関する方策
O校庭や特別教室を含めた学校施殴を積極的に活用する方針の下､学校との鯛整を行い､児童の教育環境を十

分砿保した上で､放裸俊施策への活用を進める。

○佼旺に関しては､全校での放腺後の自由開放を推進する．

O公民館号の学校外施股を活用した一体型の導入や､校外にある子どもﾙｰﾑを校内に移転させるﾀｲﾐﾝク

での導入について､柔軟かつ多様な手法での移行を桟肘する。
第6章プランの推進体制

○各担当部局により叶画の進捗状況と施策の効果等を検証・岬価し､関係部局から荘る「子どもの放眠後ﾇﾘ幅

に関する検8寸会脳Iにより､定期的な評価･見直しを行い､ブﾗﾝの全庁的な進行管理を実現する4



｢干葉市放課後子どもプラン（案)」に関するパブリックコメント手続におきまして、貴重なご意見

をお寄せいただき、誠にありがとうございました。

‘いただいたご意見に対する市の考え方を取りまとめましたので公表いたします。

なお、ご意見の一部については、趣旨を損なわない範囲で要約させていただきました。

1 募集期間

平成31年2月7日（木）～3月8日（金）

2募集結果

3項目別の意見数

課

4プラン（案）を修正した箇所

2箇所

、

#

9

5意見の概要と市の考え方

別紙のとおり
融

鍵蕊鳶蕊蕊蕊
_郵送
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0

電子メール 1 1 49

ファクシミリ 2 13

持参 1 5

堂舎工田舎『一へI込一
50

蕊
蕊？

全体の方向性について 7 I
’一体型について 19

放課後子ども教室について 5

子どもルームについて 21

その他の施策について 6

その他 4



千葉市放展後子どもプラン(案)に対する意見の挺要と市の考え方

'

■基本理念

⑦

ウ0

N◎ 項目 恵見の概要 市の考え方 修正の有無

I

２

3

基本理念の優先順位
について

基本理念の優先順位
について

基本理念の優先順位
について

基本理念について､理念1と2の順番を入れ替えた方がよい。まずは
安全・安心な居場所が優先されるべきである。学びのきっかけは後回し
でよい。

放課後は安全を確保し､ 自主的な遊びの中からの成長を見守ることが
大切であり､十分な休養も大切である。

基本理念の最初は｢安全･安心に過ごせる居堀所｣の確保にするぺき
ではないか。

まずは「安全・安心な居場所｣の提供が優先されるぺきである。学び
のきっかけが不必要とは言わないが､放課後は勉強から解放され心身の
健康を確保できる時間であってほしい。

基本理念における番号が優先順位を示していると誤解を招かないよう、番号を削除するなど
衷示方法を工夫します。

子どもルームでは､子どもの発達段階に応じた主体的な遊びや生活が可龍となるようにする
ことが求められていますので､子どもにふさわしい遊びや生活が可施となるよう環境を盤えて
まいります。

また､一体型は過ごし方を選択できる放眼後として実施されます｡学びのみではなく、心身
の健康を砿保する過ごし方も可能です。

1

○

4 基本理念の実現につ
いて

基本理念にある「希望する全ての児童に安心･安全に過ごせる居掲所
を提供します｣の実現を願う。

子どもを持つ親が働き続けるﾗｲﾌｽﾀｲﾙが当たり前となったもの
の、その環境は不安定であることから､安心して生活が整えられること
を望む．

平成30年(2018年）に策定した｢子どもﾙｰﾑ待機児宜解消のための緊急3か年ｱｸ
ｼｮﾝブﾗﾝ｣により､子どもルームの受け皿拡大を進めます。

また、 2020年
の後も国の方針の「

度までが緊急3か年ｱｸｼｮﾝブﾗﾝの計画期間となっておりますが、そ
新･放課後子ども総合プﾗﾝ｣ との整合を待たせるように受け皿拡大を図

り､待槻児童を極力減らすよう努めてまいります。

5 ｢学びのきっかけ」
について

｢学びのきっかけを提供｣ とあるが､今の子どもには遊びが足りな
い｡子ども達の発達に必要なのは習い事よりも遊びであり、子どもﾙｰ
ﾑは遊びと生活の場である。

子ども連の発連に遊びは欠かせないものと考えており､放腺後子ども教室、一体型ともに、
自由遊びや昔遊びなども行われています。

また､禄々な体酸の機会は､興味を持ち自ら学ぶきっかけを生み出すものとして、子ども達
にとって遊びと同観に大切なものと考えています。



千葉市放採後子どもプラン(案)に対する意見の擬要と市の考え方

■全体の方向性

ヨ

NC 項目 意見の柾要 市の考え方 修正の有無

6
学校改佐計画との連
携について

校舎の改修計画と連携し、将来を見据えた無駄のない改修の実施を里
む。

今年産策定を予定している「千葉市学校施設長寿命化基本計画」 と連携し､余裕教室や校庭の
放謀後施策への無駄のない活用についても検討してまいります。

7
放深後施節の人材青
成について

安心・安全を砿保した上で、多樫な体験を得て､学校の学びでは得ら
れないような時間を過ごすことを保証できる「信頼できる大人」の存在
が不可欠である。

｢居場所」の砿保のみならず､ 『人材育成｣についての充実を図って
もらいたい。

特に、子どものSOSに対する支援について、知識やスキルを持つ人材

の育成を望む。

こどものSOSに対応できる人材の育成は必要なものと考えており、施策を展開していく中
で充実を図るよう検肘してまいります。

なお、放腺後子ども教室､子どもﾙｰﾑおよび一体型では､ ｺｰテｨﾈｰﾀｰや指導貝に対
する研修を行い、 さらなるスキルアップに努めてまいります。

8
放課綾における大人
の管理について

子どもルームにいるか、放課後子ども教室にいるかで
どもが一緒に遊べなくなる亭態は解消した方が良いと思
内容については検証しながら進めるべきと思う。

、同じ地域の子
うが、一体型の

放映後は大人の管理は少ない方向で過ごさせるぺきである。
大人の考えた企画で育つことは、子ども自身が遊びを考え出せる力を

弱めてしまう。
プレーパークのプレーリーダーこそが求められている役割であり、プ

レーリーダーをたくさん養成し、子どもルーム磯館を含むプレーパーク
を地城で展朋することが理想と考える。

一体型では児宣が過ごし方を週択できる放課後を目指しており、プログラムは必ずしも参加
しなければならないものではありません。 自由遊びや僻かに過ごすことを選択する児亜の意思
は最大限坤政されます。なお、それらの児童に対しても見守りとしてｽﾀｯﾌは配匠されま
す。

ブﾚｰバｰｸについては、開価する市民団体に対して、プレーリーダーの出張支援を実施し
ており、運営する市民団体の増加を図ってまいります。

9
特別支掻および不壁
校児童への対応につ
いて

特別な支授を要する児童について、指導員に十分な研修を実施するな
ど、適切な対応を望む。

また、不昼校児童が参加できる放課後施策もあると思うので検討され
たい。

基本理念で掲げる「希望するすべての児童」には、特別な支授を要する児童や不登校児宜も
含まれており、各放課後施策では利用の制限を設けておりません｡

また、子どもルームおよび一体型の指導員は放課後児童支援員認定資格研修の受獅が必須と
なっており、特別な支援を要する児童の理解等の科目が設定されています。

千葉瓜が主佃する放課後児宜支援員等資質向上研修では､配慮を必要とする児宜への支援を
科目としている回もあり、指導員に受鷹を促しているところです。



千葉市放課後子どもプラン(案)に対する憲見の概要と市の考え方

、

N◎ 項目 重見の挺宴 市の考え方 修正の有無

10 子どもの意見の反映
について

全体的に保硬者向けの施策であり、子どもたちの意見がどの程産反映
されているか気がかりである。

子どもたちの意見や様子を汲み取って実施されたい。

ｱﾝｹｰﾄや日常の会話､現堀の様子から､子どもたちの意見は反映させておりますが、今
後も子どもたちの念見や織子を汲み取りながらブﾗﾝを実施してまいります。

11
放課後の主体につい
て

放媒後は教育ではなく､福祉･発達育成･遊びの場である。
教育は学校でやればよい｡子どもは未来の人材という考え方はよくな

い。

放課後子ども数室､-体型ともに､ 自由遊びや昔遊びなども行われています。
放限後の遊びも学校教育腺程外の学びの場のひとつして多嫌な体酸機会を提供したいと考え

ています．

T⑪

L色

一体型による待機児
童の解消について

｢放課後児童ｸﾗ運営指針｣は放課後絶合プﾗﾝが全面に押し出す
一体型の運営になじまず､このブﾗﾝの実現の足かせとなり、運営指針
の規制級和を実施しようとしている市町村もあるのが現状である。

放課後児童ｸﾗプは放課後児童ｸﾗプの整備によって実施されるべき
であり､待磯児童の解消を一体型に求めることは将来の方向性として大
きな問題がある。

当市の一体型は、今まで利用する放課後施策により分断されていた子どもたちが、一緒に過
ごすことができるという点で､価値のあるものと考えています。

ご指摘のとおり､文科省の「放課後子供教室｣は待機児童対策ではありませんが、一体型に
移行することで、今以上の待観児童を発生させないことの一助となっています。

子どもﾙｰﾑの待櫟岬舐対策と並行し､子ども達にとって安全･安心な居場所であるよう率
業を池めてまいります。
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■一体型 I

NO， 項目 意見の概要 市の考え方 修正の有無

可甸

↓｡
一体型の職員配世基

準について

一体型については子どもルームに単じた職員配冊Jfあるが､最低2人
以上の指導員資格を持つ者の配置と解してよいか．

す。
｢千葉市放課役児宜健全育成率業の股価及び運営に関する基剛を定める条例｣のとおりで

第1O条第2項
放課後児童支援員の数は、支扱の単位ごとに2人以上とする｡ただし､その1人を除き､

補助員（放課後児童支援員が行う支援について放課後児童支援員を補助する者をいう｡
第5項において同じ。 ）をもってこれに代えることができる｡

14

15

16

一体型の料金設定お
よび継続プログラム

の非課税世裕などへ
の支援について

継続プログラムにつ
いて

継続プログラムにつ
いて

今扱の料金設定が見通せない中、一体型事業の拡大を図ることに疑問
があり再度の検肘を要する。

また、継続プログラムについて、非課税世帯などへの支授をどう考え
ているのか。

利用料金が発生することで、参加できない子どもが燭つく心配や､支
払っている保護者が子どもに参加を強要するなどの危険があるため､利
用料金を取ることで子どもに影響が出ないようにするべきである｡

一体型モデル事業は、保謎者の就労の有無で分けられないことや、子
どもルーム待機問題の解消につながることは評価できるが､家庭の状況
で参加･不参加が分かれるべき場所ではないことから、有料のプログラ
ﾑは不要である。

利用料金については､平成31年度に各区1校で実施するモデル事業を検証し､適切な料金設定
を検討します。

継銃プログラムは共働き等で習い事への送迎ができなかったご家庭に、学校という安全な環
境で送迎を要さない習い率を提供できる利点があり､保護者の就労状況により生じる磯会の格
差の解消を図っています。

なお、市場より安価に行われることを条件としておりますが､貧困対策として導入される学
校外教育パｳﾁﾔｰ亭業の活用など、学習機会に差が生じないよう配慮してまいります｡

17
新1年生への対応に

ついて

一体型について、人が入れ替わる落ち着かない環境下で、放課後生活
の質の悪化とならないか。特に17時以前に新1年生に適切な対応が可岨
なのか。

平日の昼間の部については､児童20人に対し1人のｽﾀｯﾌを配皿するとともに､活動が複数
箇所に及んでも対応ができるよう、児童数にかかわらず段低4人のｽﾀｯﾌを配Eしておりま
す。

18
一体型のニーズにつ

いて

待機児孟解消は子どもルームの拡充により図られるぺきである。

保護者は子どもを預けたいだけであり、多様な体験は求めていない｡

国の｢放課後子ども総合プラン」において両事業の一体的な運営は推奨されており､市とし
てはより付加価値のある放課後の提供を目指し、一体型を導入しております｡

ｱﾝｹｰﾄ閥査でも体験磯会に対するニーズは砿脇できましたので､まずは安全，安心な居
場所の提供を前提とし、希望する児宜には多様な体験槻会を提供してまいります｡
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』
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NC 項目 童見の柾要 市の考え方 修正の有無

19 一体型の時間や活動
内容について

一体型の夜間の部の時間を示されたい。
また､高学年には勉強につながる学習を柿団する。

一体型の夜間の部は17時から19時までです(20P図表19) 。
あらゆる体欧が、将来につながるものと考えて実施しておりますが、継統プログラムでは

ニーズを踏まえ、英隔や算数、プログラミング等を導入しております。

20 一体型の利用者負担
について

国が負担することで､－体型の利用者負担はなしにしてほしい。
利用料金が発生することで､参加できる児童とできない児童の分断を

生むことが心配である。

国に対しては今後も国庫補助金の対象となるよう働きかけてまいります。
また、利用料金については、子どもルームと同禄の基準で減免制度もありますが、基本理念

にもあります-ように､納得感のある負担となるよう検肘します｡

21 一体型のおやつの提
供時間について

おやつの提供は17時以降とのことであるが、子どもには栄養を補う意
味でおやつは必要ではないか。

昼間の部の児童が混在し、プログラムを実施する中でのおやつの拠供は困雌と考え17時以降
としておりますが､提供時間については柔軟に対応できるよう検討します。

22 プログラムの児童へ
の負担について

子ども達は加減も分からず､保護者の意思や友遠との関係で参加して
いるかもしれない。学校の勉強に加えてのブﾛグﾗﾑは心身の負担が予
想されるため、地域の様子などを考慮して酷め込みにならないよう配慮
を求める。

一体型では過ごし方を避択できる放腺後となるよう配慮しておりますが、保硬者や友達との

関係で無理が生じていないか、子どもの意見に耳を傾け細心の注迂を払ってまいります。

23
特別敬室の利用につ
いて

科学遊びや料理、
学校の理科室・図書

本を銃んだりする楓会もあると思う

室・調理室などは使えるのか。
が、その場合、 授業との蚊ね合いがありますので醐堕は必要ですが、ブﾛグﾗﾑ等での特別教室の利用は可

能です。

24 一体型拡充による指
導員の不足について

子どもルームの大規模化が進み､配匿基恥を下回る人員醒屑で保育が
行われている。

一体型が推進されて壁録児童が増えることで、 さらに指導員が不足し
施設の質の低下が危倶され'る。

一体型は子どもルームと同織の配砥基剛で実施しております。
一体型が事業者への委託によって導入されることで、鮫当校の社会椹祉協離会の指導員によ

り近隣の子どもルームの人員が袖充されることから、少なくとも子どもルームの指導員不足を
招くものではないと考えています。
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N◎ 項目 恵見の概要 市の考え方 修正の有無

25
一体型における児童

の時間と空間の保障
について

主体的に自分のやりたいことができる時間と空間を保障していくこと
が放課後児童クラブの大きな目的であり、発録児迩数が多く､プログラ
ﾑが中心となる一体型では、 自由で閥遠な発遠支援を行う場ではなく
なってしまうのではないか．

プﾛグﾗﾑの存在が一体型と子どもﾙｰﾑとの承大の違いであることは事実ですが､必ずし
もブﾛグﾗﾑに参加しなくてはならないとは考えておりません｡

放課後の過ごし方は児亜が週択できることが重要と考えており､従来の子どもﾙｰﾑと同揮
に、臨書や静養のために過ごすことも可能です｡

稲浜小学校の平均では、登所した児童の概ね半数がブﾛダﾗﾑに参加し､参加しない児童は
自由に過ごしています。

26 企業が参入すること
への危倶について

一体型は大規模となった際は分割するのか｡
また、企業が参入することで､不動産投資の必要がない鱗師の派遣場

所となり、利益を優先する制度設計にならないか。
生活の充実よりもブﾛグﾗﾑの充実に注力され、家庭の経済状況によ

り格差が生じるのではないか。

大規槙校への-体型の導入方法については現在検討中です｡
現行でも昼間の部は複数の活動室に分割されており、校庭等も含め､子ども達の過ごす場所

は十分に砿保しているほか、夜間の部に切り替わるのが17時であることから､就労家庭であっ
ても保護者の帰宅が間に合うご家庭もあり､夜間の部の利用者数は､現在の子どもﾙｰﾑ利用
者数より減少します。

ご指摘のとおり、継縦ブﾛグﾗﾑは不動産や広告の投資が不要であることから､利用料金は
-般的な塾や習い事よりも安価であることを条件としております｡

また、共働き等で塾や習い事の送迎ができなかったご家庭に､安全な学校の中での学習擬会
を提供するものであり、家庭の就労状況等により生じていた機会の格差の解消を図っていま
す。

今後も適正な料金であるよう留意するとともに､貧困対策として導入される学校外教育パｳ
チヤー砺業の活用など検肘してまいります。

、写

＆I

一体型のあり方につ
いて

一体型のプログラムでは非認知能力を伸ばせない。また、今以上に子
どもたちの活動を制限するものである。

学校を無償開放してブﾚｰパークにした方がよい。
安任を一本化するために一体型を導入す-るのは厄用者側の怠慢であ

り、外遊びをさせない等の活動の制限や､築団行動の強要によるﾘｽｸ
軽減を生じさせ、子ども運を「指示待ち」にしてしまうだけである。

放課後はもっと自由であるぺきであり､プログラムも先生も不要であ
り、プﾛグﾗﾑ提供が前提ではない「学校開放｣的放課後子ども教室の
方がよい。

一体型では、子ども遠が過ごし方を週択できる放課後を目指しており､ 自由遊びも含まれて
います。 ．

当然、安全･安心であることが前提となりますので、 自由に過ごすにあたって､大人の見守
りを要するのは放課後児童ｸﾗ と同様ですが､ リスク軽減のために外遊び等を禁止するよう
なことはありません。

学校の開放については、一体型とは別にプﾗﾝの中で検討事項としております｡
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NQ 項目 恵見の概要 市の考え方 俸正の有燕

28 有料であることの弊
害について

同飼圧力がかかり、 2000円が阻れた貧困家庭に負担をかけること
になる。

無償であるべき農務敏育の甥で利用料金を徴収しているが、有料であ
ることで保硬者から子ども連に圧力がかかるのではないか。

放課後子ども教室では保硬者から参加するよ.う言われて来る子ども運
がプログラムの進行の障害となっていると聞く。また、この状態も地域
のやりがいの減退を生んでいるようである。

プログラムは毎日の実施を錠務化せず、地域の有志によりたまに開催
されれば十分である。

当ブﾗﾝでお示しする放腺後施策は、学校という場を使用するだけで､残務敦育ではないも
のと捉えています。

稲溌小学校の平均では、丑所した児璽の掻ね半数がプログラムに参加し、参加しない児童は
自由に過ごしていますが、今後も子ども運が無理に参加させられることなく、過ごし方を週く
る放課後であるよう努めてまいります。

なお、放課後子ども教室については毎日の実施を求めておらず､地域の負担を煙み､ﾌﾟﾗﾝ
において目標事業丘も見直したところです。

29 放課後への地域の参
加について

毎日プログラムを陳すことが足伽となり、本来の地域住民参加という

ｺﾝｾブﾄに逆行し､地域離れを齢発している。

一体型で実施されるブﾛグﾗﾑは週2回程度です｡また､地域協力者の掘り起しや参画を呼
ぴかける等、積極的に協力を求めることとしています。

稲浜小では、一体型に移行する以前の放課後子ども教室関係者が見守り等で参加しており、
今後も地域参加の場となるよう努めてまいります。

30
学校の営利化による

民業圧迫について

放課後に安価な習い事を導入-ｳｰることで、習い事をしにくい子ども

ルームの児童だけではなく、全ての児童が校内での習い事を選択し、民
業存序泊.するのではないか。

また、市は安い委能料の不足分をプログラムによって補填することを
事業者に示唆している。事業者は倣退を盾にすることで市はあらゆる要

望をも飲むことになりはしないか。

継銃プﾛグﾗﾑは不動亜や広告に対する投資がない分、利用料金に還元されることを条件と
していますが、稲浜小では､多いブﾛグﾗﾑでも利用児童数は16人であり､校外の塾や習い車
のために中抜けする児童もいることから､全員が継続プﾛグﾗﾑを選択し､民業圧迫になると
は考えておりません。

市としては､委託料は適正であると考えています｡なお､一体型の委託は子ども連への影響
を配慮し3年契約なので、事業者が中途で撤退することはありません｡また､契約期間澗了
後、市が撤退させないために要璽を飲むということもありません。

放課後に参入する企業やNPOは多数あり､子ども達にとって真に有益となる率業者と契約
できるよう今按も慎泣な審交に努めます。

n1 夜間まで利用する児
童の居柵所について

夜間まで利用する児童は昼間の部に蕗ち藩かない環境で過ごすことと
なり､ゆっくりできる居掲所が砿保されないのではないか。

一体型は17時まで『放眼後児童健全育成事業」 とはいえない状況であ
り、つまりは17時以降も「放哩役児童健全育成事業」ではない。

一体型では、現在の子どもﾙｰﾑを専用室として利用しますが､開所日の毎日､専用室にて
生活の場（静養ｽぺｰｽ）を提供するとともに、別途閥壁した場にて自由遊びの場を提供する
こととしています．
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N◎ 項目 定見の概要 市の考え方 修正の有無

32
シニア世代との交流
について

シニア向け住宅を提供する企粟等と連携するなどし、担い手不足解消
のためにもシニア世代の協力を仰ぐべきである。

放採後子ども敬室では、今後もブﾛグﾗﾑの充実のため企業やNPOへの協力は仰いでいき
たいと考えております。また､地域の方々の参画を求めており､引き続きシニア世代の協力を
得ていきたいと考えております。

nq 放映後子ども教室の
活動支綬について

地域の商齢化により継統が困難な学校が多いことから、総合コーデイ
ネーターが関わる学校を畑やす必嬰がある。

絶合コーディネーターによる活動支援は、 15校を維持しつつ、モデル校を入れ替えながらよ
り多くの学校に支扱に入れるよう閥整しています。

また、平成31年度からは選定について実行委員会からの鞘望をお聞きすることで､より支岨
を要する学校への支扱に努めています。

34
放課後子ども教室に

おける保讃者との意

戯の共有について

放課後子ども教室は保育園化しており、保霞者には誰かがわが子のた

めに時間を使ってくれているという閉威が必要である｡
市には、各区の担当者を決めて、一緒に作っていく放課後子どもブﾗ

ﾝであってほしい。子どもの環境は保護者･学校・地域･行政の協働作
粟であってもらいたい。

保護者にもいっしょに子どもたちの放隈後を作っていくという意戯を
持ってもらう仕掛けを希園する。

放課後子ども教室は、運営されている方も保護者であることが多く､協力者が得られない中
で、ご自身のお子械以外のためにご尽力いただいていることは､市として大変ありがたいこと
であると同時に、その負担は大きな謀腿と捉えています。

各区担当の制匪は考えておりませんが、事業の周知をはじめ､保證者にもご理解を促すよう
努めてまいります。

のF

JD
放課後子ども教室の
鮴師鮒金について

放課後子ども教室の購師謝金について、時間換算の謝金ではなく、社

会通念上適当と思われる甑に交通寅を加えて支給されるべきである。
また、ポﾗﾝﾃｨｱのみに頼らず､専任のｽﾀｯﾌを育成することが

必要である。謝金以上にｺｰヂｨﾈｰﾀｰは尽力している｡

放裸後子ども教室の臓師謝金については、十分な金額ではなく、運営されている方がご苦労
されていることは承知しております。

鋼師鮒金の検肘はプﾗﾝでも準げており､限りある予算の中でとはなりますが､辨師剛金や
放岬後子ども教室の人材については、今後も地域の負担減となるよう検肘してまいります｡

36
放課後子ども教室の

あり方について

放課後子ども教室において、毎日ブﾛグﾗﾑを課すことが地域の負担
となっている。

見守り主体にし、一体型にかける本業費を活用して謝金を支払えば、
十分に担い手は現れる。

放腺後子ども教室では毎日のプログラム実施は求めておりませんが､ご指摘のとおり､年間
30日という実施日数を目根としていたことによる地域の負担は課題でありました.プランでは
実情に合った目標事梁丑に見直すとともに､見守り主体の学校開放など､放課後のあり方につ
いて今役も検肘してまいります。
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37 取組みの優先順位に
ついて

利用希望時間のアンケートから夜間までの預かりがあれば保霞者は就
労できることが分かる。

放課後子ども敏室のプログラムより子どもルームの受け皿拡充が優先
されるべきである。

2018年(平成30年) 7月に「子どもルーム待槻児童解消のための緊怠3か年ｱｸｼｮ
ﾝブﾗﾝ｣を策定し､ 2020竿度末までに1, 440人分の受け皿拡大を図ります｡

また、両卒業のニーズを同時に満たす放眼後子ども教室･子どもルームー体型モデル率案を
拡充していきます。

38 子どもルーム利用希
国倣の予m'1について

子どもルームの利用希盟予択｣はどのようなデータを基に算出している
のか(40P)。

また、今後の就労者の瑚加を加味すると見通しが甘いと感じるがどう
か°

子どもルームの学年別の利用率に、 5歳児の保育所利用率の伸び率を考応し、今後3年間の
児武数推計をもとに押出いたしました。

なお、 5放児の保育所利用率の伸び率も加味していることから、見通しとしては妥当と考え
ております。

39 施策の優先順位につ
いて

施策には優先順位があり、緊急かつ重要である子どもルームの風境改
善と待観児童の解消を優先するべきではないか。

子どもルームの待錐児宜数の増加については、緊急の課題として認識しておりますので、平
成30年(2018年）に策定した「子どもﾙｰﾑ待機児童解消のための緊急3か年ｱｸｼｮ
ンブﾗﾝ」により､子どもルームの受け皿拡大､子どもルームの環境改善を図ってまいりま
す。

40 施設環境の改善にっ
いて

子どもルームの施設環境を映題として設定し、指導員の配匠基革や面
積基準の向上といった対策を脾じるべきである。

子どもルームの環境改善のために、必要な地域には増設により施設拉価を椎逃し、高学年子
どもルームの環境改善も行うことにより、子どもルーム全体の保育環境の改善を進めてまいり
ます。

また､委肥先多嫌化の推進等により、指導員の確保を図り､条例に基づき指導員の適正な配
画に努めます。

41 子どもルームの従う
べき基姻について

本当に子育てしやすいまちを目柑すのであれば、プランに子どもルー
ﾑの運営基準について、 「現在の基地を改善することはあっても引き下
げることはない」 と明記すべきである。

児童の安心・安全の砿保という観点から、

確保を図り、国･他市の動向を見極めたうえ
子どもルームに入所する児童数に応じた指導貝の
で、現在の基革を守りながら、待機児童を極力減

らすことができるよう子どもルームの整備・運営に努めます。



千葉市放麗裁子どもプラン(案)に対する意見の擬要と市の考え方

』
、

）

NO
ー－

項目 意見の概要 市の考え方 修正の有無

42 指導員砿保について
指導貝確保が難しくなっている原因についてどう分析しているのか。
なぜ社会福祉侭雄会以外の礪業者に委泥することで指導員が確保でき

るとされているのか理由を説明してほしい。

平成27年度から4年生、平成28年度から5年生、平成29年度から全学年を受入開始し
たことや、子どもルーム利用率の増加により、利用児童数が勉墹したことが原因と分析してい
ます。
民間卒業者の持つ独自のｱｲヂｱ､効率的な募梨方法､従来とは異なる屈用形魍等により､新

たな人材の掘り起しができると考えています。また、民間卒業者は他市でも多くの実績を残し

ており､他市で勤務している経験のある指導員を本市に配置するなど､豊富な人材力も活用す
ることができると考えております。

43
社会福祉協雛会への
支援について

待機児童解消策として民間事業者への委託、一体型への移行、補助制
度拡充による民間卒業者算入促進などが挙げられているが、同時に従来
の受庇者である社会福朴塊躍会への支授の拡充も行うぺきではないの
か。

補助制度拡充による民間事業者の参入促進、委託先の多様化の推進を進めるとともに、千栞
市社会福朴愉鑓会への支掴は引き続き行ってまいります。

44
子どもルームの休所

枠の活用について
夏休みの休所枠活用を土曜日にも設けてほしい｡

子どもルームの利用については、 lか月を単位としており，8月の間のみ、月単位で休所枠を
活用していただいております｡現在の所､曜日単位での利用はできませんが､土曜日のみの利
用については、利用児童が少ないことから、今後検討してまいります。

45 民間事業者の参入促
進について

商業施股の空きスペース活用や学習ｻボｰﾄなどを含め、 日咽日や祝
日にも関所されるとありがたい。

平成29年度から民間率業者への補助を開始したところです。今後も引き続き､ 日晒日関所
等の多楳なメニューを持つ民間事業者の参入促進を図ります。

46
子どもルームの諏境

改善について

－体型が増えても全体をカバーすることはできない。場所の砿保、指
導貝の待遇の改善など､子どもルームの現境改善を進めてほしい。

必要な地域には増股により施設駐伽を進めるとともに、図密室等の特別教室を学校教育との
共用で利用して迩営している高学年子どもルームの保育環境の改善も図ります。

また、相導員の処遇改善については、牒阻として肥減しております｡

47
余裕教室を使用した
子どもルームについ
て

子どもﾙｰﾑの施設整備について､ 「余裕教室を含めた学校施設を積
極的に活用」とあるが、傭蓄倉庫、福祉悪隣室等、災害時には地域に
とって非常に有用な施設があるので、十分な胴笠のうえで利用方法を決
定されたい。

余裕教室を使用した子どもルームについては、災害時の利用方法につ
いて担当脚で協謎をお願いしたい。

余裕教室を活用する際は、他の用途にも十分配慮し､嗣整してまいります｡
大規模災害の発生による休所期間中、子どもルームを避難渦所として利用できるかについて

は検肘いたします。
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48 商学年ルームの風境
姓個について

現在､図害室などを使用しているとのことだが、今年度中にすぺての
高学年ルームの環境駐側を希虹する。

今年度中の全ての高学年ルームの環境改善l士､施設及び予算の面から困鮭な状況ですが、将
来的には全ての特別敏室の解消を図ることを目標とし、学校の余裕教室の状況に応じて噸次対
応してまいります．

49
子どもルーム担当課
の人員について

委託先の多樺化などにより担当腺の人員不足が危倶されることから、
増員を希望する。

市全体の唖員配魔に関することではありますが､事務量を勘案し、滴下印画に努めてまいり
ます。

50
子どもルームの人材

派遣会社の活用につ
いて

子どもルームにおける夏休みの人材派遺会社からの派遮について、昨
年失敗していることから､ブﾗﾝからは削除してほしい。

突発的に多くの待搬児武が発生した地区で施設に余裕があれば、人材派遺会社の活用を検討
してまいります。

しかしながら､今後は、なるぺ<早い時期にニーズを把握し、従来から実施している休所枠
の活用と併せて対応できるように努めます。

51 子どもルームの質の

砿保について 子どもルームの質を砿保するため､現在の職員体制を保ってほしい。
児童の安心･安全の確保という観点から、子どもルームに入所する児童数に応じた指導員の

砿保を図り、国・他市の動向を見極めたうえで、現在の基掘を守りながら、待槻児童を極力減
らすことができるよう子どもルームの整備・運営に努めます。

52

Fn

Dj

指導員の待遇改善に
ついて

指導員の待遇改善に
ついて

子どもルームの指導員を増やすために待遇改善を図るとともに、各大
学と連携し､子どもルーム支授員の育成を千葉市として体系化できると
よい。

指導員不足は低賃金が原因である。
責任に見合わず将来性もないことから働き統けることができない。

指導員の処遇改響については、腺廻として認識しております。また、研修会等の枠組みの中
で、子どもルーム指導貝のスキルアップにつながるよう、大学との連携について検討いたしま
す。

54 地域と子どもルーム
について

子ども達と地域の大人との接点が少ない。
虐待などの家庭の間阻について､児童相談所や学校だけではなく、地

域や子どもルームも関係機関として重要な役割を担っていると考える。

保硬者、学校との連挽を密にするとともに、虐待などが心配される案件については、子ども
ルームから児童相談所へ通告をすることもあり、ご意見のとおり子どもルームも虹要な役割を
担っていると考えます。
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55 子どもルームの環境

改善について

子どもルームに十分な予算が付かず、基皿に沿った職員の配ほや望ま
しい児童数での実施が困難となっている。

待樋児亜対策は数だけではなく、保育の質についても改善されなけれ
ば、不幸な子ども遠が増えるだけである。

－体型率案を巡めることによる弊害はないのか。すでに民間委託した
ところの検旺等の内容がない。

子どもルーム指導員が全市的に不足している状況は肥職しておりますので、社会福祉協錨会
と連携して、桁郡員確保について、引き統き検肘してまいります。

また必要な地域には増股により施皎弦佃を巡めるとともに、図客室等の特別教室を学校教育
との共用で利用して運営している高学年子どもルームの保育原境の改聾も図ります。

なお、一体型モデル事業についてのアンケート結果を本プランに記戦しており、引き続き率
粟の検旺を進めることとしています。

56 社会福祉協殿会の人
員と権限について

社会福祉協錨会の仕述『量が膨大であり､十分な人貝と桁限が与えられ
なければ子どもルームの運営にも影響を及ぼす。

社会柧祉惚壁会のみでの子どもルーム運営が、指導員砿保の面から難しくなっていることは
聞戚しておりますので、民間UF業者への委肥、放腺後子ども教室との一体型率業への移行を推
進してまいります。

57 子どもルームのあり

方について

人材不足の原因を待遇の悪さや研修の少なさとするのは怠慢である。
対抗馬となる学童を股慨し、利用者が避択できる状況でこそ事業者も

努力をするものと考える。

〃

補助制庇拡充により民間率業者の参入を促し、民m事業者の持つ多様なﾒﾆｭｰによる選択
性の砿保に努めてまいります。
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58 子ども運の放腺後の
保障について

｢忙しい｣ と感じている子どもが多いことに懸念がある。
放課後の居場所の提供について、保護者にとってではなく、子ども連

が幸せを感じる放課後の生活の保障を望む。

子ども運の居場所の砿保は重要であり、次年産から全市展開する「どこでもこどもカフェ」
をはじめ､公民館やプﾚｰパークなど､子どもの安全で安心な居場所をより広く展開してまい
ります．

59
どこでもこども力
フェについて

これまでの取組みが疵み取れないため、下記のとおり表記の修正を希
望する (45P) ｡
①（仮称）どこでもカフェ
→新たな子どもの居場所の展開（仮どこでもカフェ）
②これまでのモデル本業
→これまでの「こどもｶﾌｪ」モデル卒業

ご意見を踏まえ、下記のとおり文章を修正します。

どこでもカフェ

一新たな子どもの居場所の展開(どこでもこどもｶﾌｪ)

これまでのモデル事業
→これまでのこどもカフェ事典

○

60 どこでもこども力
フェについて

詳細が分からず不安もあるので、プラン内でもう少し詳しい計画の記
戦を求める。

いただいたご意見については、具体的な施策の実施にあたり、次年度の要綱制定等を含め
検肘してまいります。

61
公民館の活用につい
て

公民館が日常的に子どもたちの居場所となるような取り組みを求め
る。

一部の公民館では、子どもの居場所として夏休みや放課後にロビーや諸室を開放し、 自由に
利用できるようにしています。

また､､子ども向けの主催緊座も開催しており、多叡な学習や体駿をできる露座を提供してお
ります。

今後も安全管理や子どもの使いやすさに配賦しながら公民館の充実を図ってまいります。

62 その他の居場所につ
いて

ブﾚｰパークの地股や身近な公共施段の居場所としての確保を希望す
る。

また､すべての学校の開放を進めることが必要である。

プレーパークについては、市民グループが参画しやすい環境の整備を推進します。
また、学校施股については、児童の教育環境を十分砲保した上で、放課後施策への活用を進

めていきます。 とりわけ、校庭については、すぺての学校での自由開放を推進します。
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63 その他の施策につい
て

公民館・図書館はイベントだけではなく、 日常的に子ども達が梨える
ような積極的な呼びかけを麺む。

図書館は､子どもが一人でゆっくり過ごせる、本のことを話せる大人
がいる、 といった場所であるよう工夫を盟む。

一部の公民通では、子どもの居場所として夏休みや放課後にﾛｰや諸室をⅡ放し､ 自由に
利用できるようにしています。今役も安全管理や子どもの使いやすさに配息しながら公民随の
充実を図ってまいります。

図番館では、学校を通じて図書館の見学会やおはなし会を開他するなど、 日常的に子ども運
が梨えるよう積極的な呼びかけをしております。

また、子どもたちが気兼ねなく図書館を利用し、図書館の魅力を感じてもらいたいとの観点
から、運動会の損替休業日の月咽日や秋季休業期間中に「子ども開放日」を敗け、今年度から
モデル的に実施しております。

今後も、これまでの図書館の枠に囚われない取組みを進めていくとともに、子ども運が利用
しやすい環境づくりに努めてまいります．
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64
育児休業法における
短時間勤務制度の年
齢枠拡大について

育児休業法において小lの壁の最大の問皿が3蝋未潤に設定されている
ことから､短時間勤薦制度の年齢枠拡大を提首する。

いただいたご意見については、具体的な施策の実施にあたり参考にさせていただきます。

65

市独自の時短勤務支
援策による市内企業

への年齢枠拡大の推

地について

市独自の支掻やルールで企業の就業規則の拡充を促し、短時間勤務制
度の年齢枠拡大の推進を望む。

いただいたご意見については､具体的な施策の実施にあたり参考にさせていただきます。

穴伊

、｡

国立大学附屈小学校
におけるプランの実

施について

放謀後子どもブﾗﾝはそれぞれの小学校内での実施が望ましく､国立
大学附属小学校においても市が支援することで、 自立してプランを実施
するべきである。

国立大学附属小において「放映後子どもブﾗﾝ」実施の際は、市としても支扱したいと考え
ております。

なお、国立大学附属小学校の児童も『市内に在住、または市内小学校に通う小学生jなの
で、附属小学校の体制が整わない現状では、千葉市の学童保育を利用していただきたいと考え
まず。

戸”

、ｲ
プランに係る常設の

委員会について

バプﾘｯｸｺﾒﾝﾄのみならず､社会福祉審酸会のよう雄常設の委員
会を股図し、定期的点検や質の維持のための話し合いがタイムリーに行
われることを盟む。

プラン（案）作成にあたっては、社会教育委員会酸、社会柧祉審酸会で瞳蹄いただいてお
り、策定後も巡捗状況について継統して細告してまいります。また、プランの進捗管理は、庁
内組織である「子どもの放腺後対策に関する検肘会融』で行い、都度、評価・改善に努めま
す。



千葉市放課後子どもプラン（案） 新旧対照表

､

勺可

筌上

修正前 修正後

ｊ
ｊ

略
略

く
く

土
早
圭
早

１
２

第
第

第3章

千葉市の放課後施策の基本理念(30P)

1 希望するすべての児童を対象に「学びのきっか

け」を提供します。

2希望するすべての児童に安全・安心に過ごせる居

場所を提供します。

3放課後の学校施設の利用を推進します。

4納得感のある保護者費用負担により、財政的に安

定した運営を実現します。

第4章‘(略）

第5章

各施策の事業展開

4その他の施策(45P)

(1) (仮称）どこでもカフェ（こども未来局）

子どもの居場所サポーター養成講座の拡充・充実を

図り、子どもたちから信頼され、安全・安心な見守り

ができるとともに、小さなSOSにも気が付ける市民

ボランティアの育成を更に推進します。

また、これまでのモデル事業の成果を踏まえ、市民

ボランティアが中心となって、地域交流の拠点となっ

ている公民館等の施設を活用することで、市内全域で

幅広い年齢の子どもたちに居場所を提供していきま

す。

第6章（略）

第1章（略）

第2章（略） 1

第3章

千葉市の放課後施策の基本理念(30P)

希望するすべての児童に安全・安心に過ごせる居

場所を提供します。

希望するすべての児童を対象に「学びのきっか

け」を提供します。

放課後の学校施設の利用を推進します。

納得感のある保護者費用負担により、財政的に安

定した運営を実現します。

第4章（略）

第5章

各施策の事業展開

4その他の施策(45P)

(1)新たな子どもの居場所の展開（どこでもこども

カフェ）（こども未来局）

子どもの居場所サポーター養成講座の拡充・充実を

図り、子どもたちから信頼され、安全．安心な見守り

ができるとと．もに、小さなSOSにも気が付ける市民

ボランティアの育成を更に推進します。

また、これまでのこどもカフェ事業の成果を踏ま

え、市民ボランティアが中心となって、地域交流の拠

点となっている公民館等の施設を活用することで、市

内全域で幅広い年齢の子どもたちに居場所を提供し

ていきます。

第6章（略）
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議案第11号参考資料

千葉市教育委員会電子情報処理規程の－部改正について（議案第1 1号）

教育総務部総務課

1 改正の趣旨

千葉市個人情報保護条例（以下「条例」という。 ）の改正に伴い、千葉市教育委員会

電子情報処理規程（以下「規程」 という。 ）の一部を改正するもの。

2 改正の概要

条例第2条に号の追加をする改正があったことによる号ずれを反映させるほか、条例

第10条第3項にただし書が加わったことによる文言の整理等規定の整理を図る。

3 施行年月日

平成31年4月1日

4 参考

L

23

個人情報保護

条例第2条

改正前

1）個人情報

2）個人識別符号

譲潤特定個人情報

4）情報提供等記録

5）個人情報ファイル

謡悶実施機関

7）電子計算機処理

;8）事業者

､9）公寸妻

改正後

（1）個人情報

（2）個人識別符号

（3）要配慮個人情報

凝蕊畷特定個人情報
（5）情報提供等記録

（6）個人情報ファイル

鼠蕊霞実施機関
（8）電子計算機処理

（9）事業者

(10）公文書



新旧対照表（千葉市教育委員会電子情報処理規程の一部改正）

千葉市教育委員会電子情報処理規程（平成15年教委訓令第1号）の一部を次のよう

に改正する。

襄市教育委員会輩 育報タ

口
弟1条（略）

（用語の定義）

第2条この訓令

げる用語の責義

弟1条（略）

（用語の定義）

第2条この訓令

げる用語の責栽

次の各信

号号に宗没

欠の各差

弓l了壼冴

l)～(3) (略) | (1ノー(3) (略）

4）実施機関千葉市個人情報保護条例 （4）実施機関千葉市個人情報保護条仮

（平成17年千葉市条例第5号。以下 （平成17年千葉市条例第5号。以下

「条例I という。）第2条第6号に規津 「条例I という｡）第2条第7号に規序

する実施機関をいう。 する実施機関をいう。

（5）～（16）（略） （5）～（16）（略）

第3条～第24条（略） 第3条～第24条（略）

（重要電子情報の外部への提供） （重要電子情報の外部への提供）

第25条部長は､外部に重要電子情報（条第25条部長は､外部に重要電子情報(条

例第2条第3弓に規定する特定個人情報 例第2条第4号に規定する特定個人情報

を除く。第3項において同じ｡）を提供し を除く。第3項において同じ｡）を提供し

ようとするときは、あらかじめ、情報総 ようとするときは、あらかじめ、情報総

括管理者の承認を受けなければならな 括管理者の承認を受けなければならな

暗ノ

報の提供のための電子計算機の経

路）

報の提供のための電子計算機の経

蕊蕪鋤凱願望噂灌蕊部に鴬'第蕪め甕職灌蕊驚駕
定により通信回線による電子計算機の結 定により通信回線による電子計算機の粍

合を行おうとするときは、あらかじめ、 合を行おうとするときは、あらかじめ、

情報総括管理者の承認を受けなければな 情報総括管理者の承認を受けなければな

らない。 らない。

2 （略） 2 （略）

第27条（略） 篭27条（略）

24

改正前 改正後



議案第12号関係参考資料

千葉市教育委員会組織規則等の一部改正について（議案第12号）

教育総務部教育職員課

1 議案の趣旨

平成31年4月1日付け組織改正に伴う所要の改正を行うほか､規定の整理を図る

ため、一部改正を行う。

2議案の概要

（1 ）千葉市教育委員会組織規則の改正

ア教育給与課の新設

教育職員課の人事及びコンブライアンス機能の強化を図るため､教育職員課にコ

ンブライアンス班を新設するとともに、教職員等の給与支給、勤務時間その他勤務

条件に関する労務管理、安全衛生に係る業務を所管する教育給与課を新設する。あ

わせて、教育職員課教職員担当課長を廃止する。

イ南部青少年センターの種別の見直し

小規模組織である南部青少年センターの種別を見直し､第2類の教育機関から第

3類の教育機関に変更する。

ウ文化財課特別史跡推進相当課長の廃止

加曽利貝塚の特別史跡指定の実現等により、担当課長設置の目的が達成されたた

め、文化財課特別史跡推進担当課長を廃止する。

エ根拠法の一部改正に伴う規定の整理を行う。

（2）教育公務員特例法第25条の2の規定に基づく指導が不適切である教諭等の認定

の手続等に関する規則の改正

ア判定会の委員のうち、充て職として教育総務部教育職員課教職員担当課長として

いるものを学校教育部教育支援課長に変更する。

イ根拠法の一部改正に伴う規定の整理を行う。

3施行年月日

平成31年4月1日

25



新旧対照表（千葉市教育委員会組織規則の一部改正）

粂 （畔 弟1条～第15条 （畔

（内部組織）

16条事務局の内部組織

教育総務部

総務課

企画課

封音畦昌讓

（内部組織）

第16条事務局の内部組；

教育総務部

総務課

企画課

教育職員課

教育給与課

学校施設課

学校教育部

教育ﾅ冒尋課

教育支援課

保健体育課

涯学習部

生涯学習振興息

官化肘誤

叡育宿等課

教育支援課

保健体育課

涯学習部

生涯学習振興課

立化財課

jノJノJ－Fﾉ

条前条に規定する内部組織の事務分掌

hルすス

河部組織の琴未 HIl未

hル寸一ス

l） （略ノ

2） 事務局内及び学校の予算及び経理（教着

職員課、教育センター総務室及び中央図書館管

理課の所管に属するものを除く．）に関すると

lノ （略ノ

2） 事務局内及び学校の予算及

洽与課、教育センター総務室及U

距課の所管に属するや〕の存除く、

平央図書鵡管

）に関すると

堀、 1雲再虻孑の仙,の人塞 与課の〃｢菅に腰了

現、懲戒一子の他C

改正前 改正後



’
職員の給与C

謙昌の勒雑朧

職員の組織する職員団体

吉にI芙

路） 3） （畔

こと。

） 職員の任免（教育職員課の所

のを除く。 ）に関すること。

給与に係る予算及び繰理に隣

職員の給与の支給に関で

朧昌の戦h誌時間子の棚h罰

5） 峨員の組織する雁員団体（蝦

ﾘf管に屈するもの存除く_ ) IF關君

職員の公務災害k

職昌の陣康管理丑 岳全衛牛に隙

【）） （畔 J) ("

3）（畔

J) (M 。） （畔

呆‘

Zノ （略）

安給食費の徴収

Zノ （略）

交給食費の徴収
手一己"痘

改正前 改正後



口
【)･） （畔 【） ） （畔（乙4ノー

涯学習部

生涯学習振興后

（1） （略）

怪学習振興謀

（1） （略）

ケ』しI

D) (M D) (M

8条及び第19条削|隙 吟7K至1Q冬沓111鷺

壹教音栂段 童教育機嘆

"よ|露騨墓織“第20条教育機関（学校を膳

うに分類する．

涜を崎

第21条～語25条（畔 弟21条～館36 ("

（教育センター）

胃25条の2教育センターの内部組織

学校支援室とする。

2 前項の内部組織の所業事務は、次の

（教育センター）

室及び第25条の2 教育センターの内部組織は、総務室及

学校支援室とする。

する。 2前項の内部組織の所掌事務は、次のとおりとすそ

総務室（略）

学校支援室

教育&坐務目特例法（昭禾ロ24年ち 瑠荊I24年法建策1予三

28

改正前 改正後

種別 教育機関名称 所管 種別 教育機関名称 所管

il類 段育センター

中央図書館

含校教育部

昌涯学習部

語1類 教育センター

中央図書館

学校教育部

生涯学習部

;2類 畠護教育センター

図書館（中央図番館を除く。

以下「第2類の図書館」と

いう。 ）

し青少年センター 生

博物館

学校教育部

中央図書館

涯学習振興課

文化財課

宮2類 菱護教育センター

図書館（中央図書館を除く。

以下「第2類の図書館」と

いう。 ）

博物館

学校教育部

中央図書館

文化財課

蒋3類 学校給食センター

埋蔵文化財調査センター

保健体育課

文化財課

君3類 学校給食センター

音少年ヤンター

埋蔵文化財調査センター

保健体育課

圧冒弥扉笙羽f扁陶望旦

文化財課



， こと。

4）（鵬

（職の設置）

第37条第20条の教育機関に次の職を置

~罫曽爾扉斎一一~藤

29

改正前 改正後

第25条の2第1項の指導改善研修に関する

こと。

(10)～(14) (略）

第25条の3～第36条（略）

(職の設置）

第37条第20条の教育機関に次の職を置く。

教育機関名称 職

攻育センター
謹戸 百Ⅱ『壺匡一日

攻育センター攻育センター 所長、副所長、室長所長、副所長、室長

央図書館 壇長 課長 中央図書館中央図書館 塘長、課長塘長、課長

讃教育センター 所長 副所長 産護教育センター産護教育センター 所長、副所長 ‘所長、副所長 ‘

2類の図書館

少年センター

壇長

軒長

副館長

所.晨柿体

君2類の図書館君2類の図書館 館長、副館長館長、副館長

力館 壇長 面11鎧 戸
専物館専物館 壇長、副館長壇長、副館長

党給食センター 所長 営校給食センター営校給食センター

ﾄ少年センターﾄ少年センター

所長所長

所長所長

埋蔵文化財調査センター ﾂ了長

2～4 （略）

語38条～附則 （略）

別表（第28条、第37条、第38条関係）

課 職名 担当事務

旦遜 散職員担当課長 第17条教育総務部

繩舂1醗呂量Ⅷfh室垂Z､

：第7号及び第11

(封職目k戸噸する＊、

のに限る。 ）並びに

司事務分驍第2号、

窮3号、第10号、

息12号及び第13

号に規定する事務に

囚するrルー

設課 (略） (略）

育課 (略） (略）

生涯学習振興課 (略） (略）

文化財課 WHII史跡推准担当

覗檮

#RII中跡加曽利目塚

に係る事業の推准に

課

吃施設課

茎体育課

職名

(略）

(略）

担当事務

(略）

(略）

生涯学習振興課 (略） (略）



備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則

この規則は、平成31年4月1日から施行する。

、

30

改正前 改正後

中央図書館管

県

理

1 1 1

(略） ’ (略） 中央図書館管理

渓

｜ ’ ’
(略） (略）



新旧対照表（教育公務員特例法第25条の2の規定に基づく指導が不適切

である教諭等の認定の手続等に関する規則の－部改正）

教育公務員特仔 毛‘〃）ゾリ 叡宿

》一七

基つく指導が不適切である教諭等C

志の手続等に関す-ろ短目II

苛導が不滴切である教諭等0

(趣旨’

第1条 この規則は、教育公務員特例

法（昭和24年法律第1号。以下「法一

という。）策25条， 第5項の規定

による意見の聴収に関し必要な事項

を定めるとともに、同条第6項の規

定により同項に規定する事実の確認

の方法その他同条第1項及び第4項

1条 この規則は、教育公務貝

去(昭和24年法律第1号。以~「

I-いる 1"'R冬の'篭R頂け

による意見の聴収に関し必要な事項

を定めるとともに、同条第6項の規

定により同項に規定する事実の確認

の方法その他同条第1項及び第4項

の規定による認定の手続に関し必要

な事瑁存津めろ＊､のルする‐

の規定によそ

左享瑁葬宗左

足の干滞

*、のシで

(疋莪ノ

第2条 こり

しP÷ 誠二と

栄 この承

P÷ 碓華1

叡冒雨寺

攻香教謙

瞳1項〃

いて ｜指導改善教諭

25条 第1項の

を受けた教諭等で、

司項に規定する指導

指導改善研修」とb

t去士、の春い弓

季し

現定によ

当該認定

改善研修

、】ー

rた教諭

E規定す

攻善研修

の寡い要

－ー

訂一

虹會雲ｲ叶但

(校長によつ中請ノ

第3条校長は、提

ろアシが摘切で方

（夜長によゐ甲請ノ

攻善教諭等とす第3条校長は、 托

と思料する教諭 ることが適切であ

菫市封舂季目今 等がある去去は‐

りつ叡詐

、 当該教諭等に假

篭1項の規志に』 箔1項C

書面に』

0J＝

31

改正前 改正後



3 （略） 3 （略）

(事実の確認等）

第4条 （略）

(事実の確認等）

第4条 （略）

(有識者等からの意見聴取）

第5条教育委員会は、第3条の規定

による申請に係る教諭等についての

法第25条の2第1項の規定による

(有識者等からの意見聴取）

第5条教育委員会は、第3条の規定

による申請に係る教諭等についての

法第25条 第1項の規定による

認定に当たっては、 あらかじめ、第

9条に規定する判定会において、法

第25条の2-第5項に規定する専門

的知識を有する者及び保護者である

者(以下「有識者等」 という。 ）から

意見を聴かなければならない。

2 （略）

認定に当たっては、 あらかじめ、第

9条に規定する判定会において、法

第25粂 第5項に規定する専門

的知識を有する者及び保護者である

者（以下「有識者等」 という。 ）から

意見を聴かなければならない。

2 （略）

(認定）

第6条教育委員会は、判定会におけ

る審査の結果を踏まえ、法第25条

(認定）

第6条教育委員会は、判定会におけ

る審査の結果を踏まえ、法第25条

の2第1項の規定による認定につい

て判断を行うものとする。

第1項の規定による認定につい

て判断を行うものとする。

(認定の通知）

第7条 （略）

(認定の通知）

第7条 （略）

(研修状況の報告等）

第8条校長は、法第25条の2第4

項に規定する指導改善研修の終了時

’に、、当該指導改善研修の実施状況に

ついて、次項の規定により準用され

る第3条第3項の意見書を添付し

て、書面により教育委員会に報告し

なければならない。

2 （略）

3 第4条から前条までの規定は、法

第25条の2第4項の規定による認

(研修状況の報告等） ．

第8条校長は、法第25条 第4

項に規定する指導改善研修の終了時

に、 当該指導改善研修の実施状況に

ついて、次項の規定により準用され

る第3条第3項の意見書を添付し

て、書面により教育委員会に報告し

なければならない。

2 （略）

3 第4条から前条までの規定は、法

第25条 第4項の規定による認

r

定をする場合について準用する。 定をする場合について準用する。
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(判定会の設置）

第9条教育委員会に、法第25条の

2第1項及び第4項の規定による認

定に関し必要な審査をするため、判

定会を置く。

(判定会の設置）

第9条教育委員会に、法第25条

第1項及び第4項の規定による認

定に関し必要な審査をするため、判

定会を置く。

(判定会の組織）

第10条判定会は、委員長及び副委

員長並びに委員をもって組織する。

2～4 （略）

5 委員は、次の各号に掲げる者をも

って充てる。

（1）教育総務部教育職員課長

(判定会の組織）

第10条判定会は、委員長及び副委

員長並びに委員をもって組織する。

2～4 （略）

5 委員は、次の各号に掲げる者をも

って充てる。

（1）教育総務部教育職員課長

（2）教育総務部教育職員課教職員

担当課長

（3）‐学校教育部教育指導課長 （2）．学校教育部教育指導課長

（3）学校教育部教育支援理長

（4）千葉市教育センター所長

（5）その他委員長が必要と認める

所属長

（4）千葉市教育センター所長

（5）その他委員長が必要と認める

所属長

第11条～第12条 ， （略） 第1 1条～第12条 （略）

（本人の意見陳述の機会の付与）

第13条委員長は、法第25条の2

(本人の意見陳述の機会の付与）

第13条委員長は、法第25条

第1項又は第4項の規定による認定

に係る審査に当たっては、 当該教諭

等又は当該指導改善教諭等に意見を

述べる機会を与えるものとする。

第1項又は第4項の規定による認定

に係る審査に当たっては、 当該教諭

等又は当該指導改善教諭等に意見を

述べる機会を与えるものとする。

第14条～第15条 （略） 第14条～第15条 （略）

以下（略） 以下（略）

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則

この規則は、平成31年4月1日から施行する。

I
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議案第13号関係参考資料

千葉市教育委員会服務監理委員会規程の一部改正について（議案第1 3号）

教育総務部教育職員課

1 議案の趣旨

平成31年4月1日付け組織改正に伴い所要の改正を行うほか､規定の整理を図る

ため、一部改正を行う。

2議案の概要

ア服務監理委員会委員の変更

組織改正に伴う教育職員課教職員担当課長の廃止により、同担当課長を委員から

除き、新たに総務課長を委員とする。

イ根拠法等の改正に伴う規定の整理を行う。

施行年月日

平成31年4月1日

3
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新旧対照表（千葉市教育委員会服務監理委員会規程の一部改正）

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則

この訓令は、平成31年4月1日から施行する。

36

改正前 改正後

第1条（略）

(所掌事務）

第2条委員会は､千葉市教育委員会組織規則

(昭和45年千莱市教育委員会規則第4号）第

2条第4号から第6号までに規定する職員

の服務規律を

確立するため､次の各号に掲げる事項について

調査審議し、教育長に意見を述べ、及び教育長

の諮問に答申する。

（1）地方公務員法(昭和25年法律第261号）

第28条及び第29条に規定する処分に関

すること。ただし、同法第28条第2項第1

号の規定に該当する場合及び教育公務員特

例法第25条の2の規定に基づく指導が不

適切である教諭等の認定の手続等に関する

規則(平成20年千葉市教育委員会規則第5

号)第6条に規定する判定会において審査さ

れる場合を除く。

（2）～2 （略）

(組織）

第3条委員会の委員は、教育次長、教育総務部

長、学校教育部長、生涯学習部長、教育職員課

長及び教育臓員課救職員担当課長の職にある

者をもって充てる。

以下（略）

第1条（略）

(所掌事務）

第2条委員会は､嘩員(千葉市職員定数条例(昭

里
奎
里
且
勤
皇
堂
を
て
長

虫
宣
園
旦
固
Ｑ
堕
律
い
育

土
弦
笙
匿

一
一
一
壷
》
三

菱

一

一
些

確
調

拠
圭
員
壁
些
遥

の諮問に答申する。

(1)地方公務員法(昭和25年法律第261号）

第28条及び第29条に規定する処分に関

すること。ただし、同法第28条第2項第1

号の規定に該当する場合及び教育公務員特

例法第25条 の規定に基づく指導が不

適切である教諭等の認定の手続等に関する

規則(平成20年千葉市教育委員会規則第5

号)第6条に規定する判定会において審査さ

れる場合を除く。

（2）～2 （略）

(組織）

第3条委員会の委員は、教育次長、教育総務部

長、学校教育部長、生涯学習部長、総務課長及

び教育職員課長 の職にある

者をもって充てる。

以下（略）



議案第14号関係参考資料

千葉市教育委員会職員安全衛生管理規程の一部改正について（議案第14号）

教育総務部教育職員課

改正の趣旨

労働安全衛生法等の改正に伴い､教育委員会における産業医及び産業保健機能の

強化などを図るほか、教育委員会に設置される事業場（衛生委員会）の内、「事務

局その他」を、市立の小学校、中学校、第二養護学校及び高等特別支援学校のみを

管理する「小中学校等」と、事務局や学校以外の労働者数50人未満の所属を管理

する「事務局その他」の2つに分離することにより、学校の職員の労働安全衛生管

理体制の強化を図るもの。

1

2改正の概要

（1）産業医及び産業保健機能の強化等を内容とする労働安全衛生法及び労働安全衛生

規則の改正に伴う改正

ア統括産業医及び産業医が行う過重労働者に対する面接指導の要件について､研

究開発業務に従事する労働者に対する面接指導の要件を追加する。

イ産業医の事業場巡視の頻度について一定の条件のもと幅を広げる。

ウ産業医による勧告の前に教育委員会又は総括安全衛生管理者の意見を求める

こととする。

エ産業医等に対する健康管理等に必要な情報の提供について規定する。

オ教育委員会及び総括安全衛生管理者における峨員の心身の状態に関する情報

の取扱いについて規定する。

（2）「事務局その他」を「小中学校等」及び「事務局その他」に分離する事に伴う改

正

ア各事業場における総括安全衛生管理者等の選任数と衛生委員会委員の定数を

変更または新たに規定する。

イ事業場「小中学校等」の総括安全衛生管理者は、教育総務部教育給与課長の職

にある者とする規定を追加する。

ウ衛生委員会「小中学校等」の委員には、教育総務部教育給与課の職員のうちか

ら教育委員会が指名した者を含める規定を追加する。

3施行年月日

平成31年4月1日
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別紙1 （議案第14号関係）

千葉市教育委員会における事業場（衛生委員会）設置体制

①平成31年3月31日以前

識霧黙溌駕

②平成31年4月1日以降

篝溌

※l 学校給食センター3カ所（新港・こてはし．大宮)、教育センター、養護教育センター、

南部青少年センターポ加曽利貝塚博物館、郷士博物館、埋蔵文化財調査センター、図書館

38

委員会 事業場 ｜ 管轄する所属

衛生

委員会

｜千葉高等学校市立千葉高校

市立稲毛高校 ｜稲毛高等学校(稲毛高等学校附属中学校を含む）
市立韮謹学校 ｜養護学校

安全衛生

委員会
学校附属の給食場 ’ 市立の学校に附設される給食場

委員会 ｜事業場 f

衛生

委員会

ﾉ

安全衛生

委員会
学校附属の給食場



新旧対照表

襄市教育委昌会職昌安辛衛牛管理規程の一部砥

’

ジゴ

改正前 改正後

千葉市教育委員会職員安全衛生管理規程

目次

第1章～第3章（略）

第4章健康管理（第23条一第27条）

第5章職員健康審査会（第28条）
第6章雑則（第29条 ）

第1条～第5条（略）

(総括安全衛生管理者等の選任）

第6条本教育委員会に統括産業医を置き、別

表第1の事業場に次の各号に掲げる者を置

く。

（1）総括安全衛生管理者

（2）安全管理者

（3）衛生管理者

（4）産業医（市立高校及び市立養護学校

にあっては、

健康管理医とする。以下同じ。 ）

2前項第1号から第3号までに掲げる者は、

職員のうちから教育委員会が選任する。

3統括産業医及び第1項第4号に掲げる者

は、医師のうちから教育委員会が選任する。

(統括産業医の職務）

第7条統括産業医は、次の各号に掲げる職務

を行う。

（1）．（2） （略）

（3）法第66条の8第1項

に規定する面接指導及び

法第66条の9に規定する必要な措

置の実施並びにこれらの結果に基づく

職員の健康を保持するための措置に関

すること。

（4）～（6） （略）

第8条～第10条（略）

(産業医の職務）

第11条産業医は、次の各号に掲げる職務を

管理する。
ヘハ

目次

千葉市教育委員会職員安全衛生管理規程

第1章～第3章（略）

第4章健康管理（第23条一第28条）
第5章職員健康審査会（第29条）

第6章雑則（第30条・第31条）

第1条～第5条（略）

(総括安全衛生管理者等の選任）

第6条本教育委員会に統括産業医を置き、別

表第1の事業場に次の各号に掲げる者を置

く。

(1)総括安全衛生管理者

（2）安全管理者

（3）衛生管理者

（4）産業医（千葉市立千葉高等学校（以下

「市立千葉高校」という。 ）、千葉市立

稲毛高等学校（千葉市立稲毛高等学校附

属中学校を含む。以下「市立稲毛高校」

という。）及び千葉市立養護学校（以下

「市立養護学校」という。）にあっては、

健康管理医とする。以下同じ。 ）

2前項第1号から第3号までに掲げる者は、

職員のうちから教育委員会が選任する。ただ

し、前項第1号に掲げる者のうち、小中学校

等（市立の小学校、中学校（千葉市立稲毛高

等学校附属中学校を除く。 ）、第二養護学校

及び高等特別支援学校をいう。以下同じ。 ）

に置かれる者は、教育総務部教育給与課長の

職にある者をもって充てる。

3統括産業医及び第1項第4号に掲げる者

は、医師のうちから教育委員会が選任する。

(統括産業医の職務）

第7条統括産業医は、次の各号に掲げる職務

を行う。

（1） 。 （2） （略）

(3)法第66条の8第1項及び第66条の
8の2第1項に規定する面接指導並び

に法第66条の9に規定する必要な措

置の実施並びにこれらの結果に基づく

職員の健康を保持するための措置に関

すること。

（4）～（6） （略）

第8条～第10条（略）

(産業医の職務）

第11条産業医は、次の各号に掲げる職務を

管理する。



~ T T
（1）．（略）

（2）法第66条の8の第1項

に規定する面接指導

及び法第66条の9に規定する必要

な措置の実施並びにこれらの結果に基

づく職員の健康を保持するための措置

（1） （略）

（2）法第66条の8の第1項及び第66条

及び8の2第1項に規定する面接指導
並びに法第66条の9に規定する必要

な措置の実施並びにこれらの結果に基

づく職員の健康を保持するための措置

口

l

に関すること。

（3）～（9） （略）

2産業医は、前項各号に掲げる事項につい

て、教育委員会又は総括安全衛生管理者に対

して勧告し 、衛生管理者に対し指導及び助
言する 。

3産業医は、少なくとも毎月1回

以_上相当する事業場を巡視

し、作業方法又は衛生状態に有害のおそれが

あるときは、直ちに職員の健康障害を防止す

るため必要な措置について教育委員会又

は総括安全衛生管理者に対して勧告しなけ
ればならない。

第12条～第18条（略）

(組織）

第19条委員会の委員は､次の各号に掲げる

者とする。

（1）～（3） （略）

(4)当該事業場の職員で､安全又は衛生に
関し経験を有するもののうちから教育

委員会がｷ諾した者

2前項に掲げる委員数については、別表第3

のとおりとする。ただし、前項第2号から笙
坐量までに掲げる委員の半数については、職
員団体が推せんした者とする。

3委員会に議長を置く。議長は第1項第1号

の者がなるものとする。

2

に関すること。

（3）～（9） （略）

産業医は、前項各号に掲げる事項につい

て、教育委員会又は総括安全衛生管理者に対

して勧告をし､衛生管理者に対して指導及び
助言をする。

3産業医は､少なくとも毎月1回(産業医が、

教育委員会又は総括安全衛生管理者から、毎

月1回以上、次に掲げる情報の提供を受けて

いる場合であって、教育委員会及び総括安全

衛生管理者の同意を得ているときは、少なく

とも2月に1回）以上担当する事

し、

ある

作業方法又は衛生状態に有害

場
お

業
の

ときは、直ちに職員の健康障害を

を巡視

それ

防止

が
す

ると塗』三必要な措置について教育委員会又
は総

けれ

括安全衛生管理者に対して勧告をしな

ばならない。

（1）前条第2項の規定により衛生管理者が

行う巡視の結是 ‘
（､2）前号に掲げるもののほか、職員の健康

立
員
窒
生
些

鐘
》
垂
竺茎

》
》

》
一

部瞳

もの

4産業医は、前2項の勧告をしようとすると

一
一

一
一
を求めるものとする。

第12条～第18条（略）

(組織）

第19条委員会の委員は、次の各号に掲げる

2

者とする。

（1）～（3）（略)‘

（4）小中学校等に設置する衛生委員会にあ

っては、教育総務部教育給与課の職員の

うちから教育委員会が指名した者

（5）_当該事業場の職員で、
関し経験を有するもの

の

委員会が指名した者

項
お

前
と

安全又は衛生に

のうちから教育

に掲げる委員数については、別表第3

り

5号まで

す
掲

と
に

る。ただし、前

げる委員の半数

第
つ

項
に

2号から星
いては、職

員団体が推薦した者とする｡

3委員会に議長を置く。議長は第1項第1号

の者がなるものとする。



悪童悪意三丁
（委員

920条

〕 補欠

の任期）

委員の任期は、 2年とする。

委員の任期は、前任者の残任期間とす

る

ヨの任期）

茶委員の任舞

尺委員の任期は

乗場、

躍仔芦

~21条～語22-(M

第4草健康菅埋

第23条～第27条（昨

早
麹
抑
（
制

…

栢貝ljノ

9条（鵬

。

〕 前2項の規定にかかわらず、委員が当該事

業場の職員でなくなったときは、委員の職を

解任されたものとする。ただし、第19条第

1項第4号に掲げる者にあっては、本項中

「当該事業場」とあるのは［教育総務部教育

給与課」と読み替えるものとする。

921条～第22条（略）

第4章健康管理

官23条～第27条（略）

（産業医に対する健康管理等に必要な情報の提

豊上
唐28条教育委員会及び総括安全衛生管理者は、

塗
》

報を提供しなければならない。

唐5章健康審杏会

（職員健康審査会）

929"(略）

唐6章雑則

（心身の状態に関する情報の取扱い）

曽30条教育委員会及び総括安全衛生管理者は、

璽
罎
埜
塗

一
一
壺
一
に

韮

当な事由がある場合は、この限りでない。

(補則）

胃31金（略）

1I表第1

事業場

粒
詑
一
粒
雄
一
極
巍

種
羅
霊

| 、｜ ｜ 』 ’ 1 ’

総括安

全衛生

管理者

安全管

理者

衛生管

理者

産業医

1

人 人

1

人 人

1

1 1 1



敵
今

附
訓

考
の

浦
ア

稲分了軍誹

学校

給食

附属の

場

事務局

その他

I1I表第2

い’‘ ｜ ，｜ ≦ ’

委員会

衛生委員会

安全衛生委員会

ﾘ表第3

業事
場
‐
｜
極
穰
誰

粒
羅
雄
一
趣

養護

学校

学
肘
の
食

校
属
給
場

窯 ゞ’

1 ３
’ 1

事業場

市立千葉高校

市立稲毛高校

市立養護学校

事務局その他

学校附属の給食場

括
全
生
理

総
安
衛
管
者

安全

管理

者

生
理

衛
管

者

産業

医

の
の

そ
他

委員

計

人

1

人 人

1

人

1

人
４

人

7

1 1 1 4 7

1 1 1 4 7

1 1 2 1 4 9

学校附属の

給食場

小中学校等

事務局

その他

)ﾘ表第2

| ‘ ｜ 』 ｜ ，｜ ‘ ’

委員会

衛生委員会

安全衛生委員会

ﾘ表第3

事業

場

｜
赫
讓
碓
一
赫
羅
誌
一
種
認
識
一
辨
咋
啼
鑑

些
霊
一

等

｜
罪
誌
恥|1H| ゞ

１
’

１
－

１
一

1 ２
－ 1

事業場

市立千葉高校

市立稲毛高校

市立養護学校

ノ、 F 丁 弗 骨祐等

事務局その他

学校附属の給食場

括
全
生
理

総
安
衛
管
者

安全

管理

者

生
理

衛
管

者

産業

医

の
の

そ
他

委員

計

人

1

人 人

1

人

1

人
４

人

7

1 1 1 4 ７

1 1 1 4 ７

1 1 2 1 4 9

１
一

１
’

１
’

６
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９
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議案第15号関係参考資料

千葉市立小学校及び中学校管理規則等の一部改正について（議案第1 5号）

学校教育部学事課

1 改正の趣旨

学校現場における教職員の勤務負担軽減を図るため、学校から教育委員会への報告文書

等の公印押印廃止等を行うほか、規定の整理を図るため規則の改正を行うもの ，

2 改正の概要

（1）学校から教育委員会への報告書等の公印押印欄を廃止する。

（2）稲毛高等学校附属中学校及び特別支援学校の高等部に入学する際の誓約書における押

印を見直す。

3 改正を行う規則等

（1）千葉市立小学校及び中学校管理規則

（2）千葉市立高等学校管理規則

（3）千葉市立特別支援学校管理規則

（4）千葉市育英資金支給条例施行規則

千葉市立高等学校管理規則

千葉市立特別支援学校管理規則

千葉市育英資金支給条例施行規則

施行年月日

平成31年4月1日

4
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雌昴 茂及び中学校管理規則の一部敵

粂～第49条 （畔 弟1条～弟49条 （略

謨1号濫戎

44

改正前 改正後

寧 血

周日又は周同

体虫らした学平

兄E《生隆》の処武

その他狩記事項

F 由

屈日 又は鋼同
f

体璽をし之学年

児且〔生徒）の処壁

「

キ ､

その岨狩配卒唖
､ MW
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ザ
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．
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Ｐ
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学竿 ｡ ■

隈圃狩氏名

早 艮 死面壮昼氏名

曳 佐 厨
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f 写
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第4号様式 第4号様式

釘49唾氏

館唄色■■宙阿

写 jl n

（あて毎千里宅攻冑＆回舎

チ■王立 小(『P)字梗具
園

丁群一Fり．“詠缶いoにし■し運ので侭嘩､たし虫掘

起

富q躯欠

毎虫参■笛野白

早 月 ﾛ

〔あて池子宜爺”魯口宣

子瓜石逆 ’卜〔中)芋硬員

F正銘よりし昨ﾔ轡吾今いたし主L危ので戴画いたL女寸．

理

第5号様式 第5号様式

鬼牙り憾丈

見且生働に目寸8画、番

甲 仰 l』

いて罰雨…ロロ食．

． f蔀璽“.》零”， 圃
学…我宮『…啓一とろぴ白石e，．~と錘時壷璽､之L立唖

睡

”牙侮爽

貝声堆酋鱈回す6過幻仔

早 凡 脚

〔あて畑7曲巾罰画只食

干星市立小《中)”氏

孝斌即睡画ｻ竹露…[。rろ蔵a5を、 F”と拠り…､たし貝侃

毘．

45

夷晒や何曲

夷■の■

童回・陣”の

寓庖争早及

更Ef生俊》

和や舜竜ご冬匡

、皿早田

寓出甲叩 ﾛ

此の画

風ロ画的の

瞳孝甲且

白く亀憧】

蛇睡味園R■此名

物狂 ■楓

孝 写 厘

見且【生便）氏名

金早月 日

椰珂名氏名

欠度坦由

誕 庄 餌

欠塵竃貝

個低an

口 氏 名

そ の囚

p正字詞

学 年 、

陀量1便贋】氏毛

通年 月 固

品詞古氏名

欠車兄由

現 位 雨

欠き囿 四

楓任Sn

回 氏 名

その包

阿記移且



第6号様式 第6号様式

泌確式

卒画けの迅知召

年 月

《あて知子昼市弦汀昏11会

千記立 今(中砕“

このこと屋垂､て、下記のと塾p通血､,たします．

記

韮蝿式

亭■縁の画、宵

早 月 日

〔あて”千里巾放冑習風食

葎市立 小〔勅瘤益

この二上匡ついて､下丞のとおり迅画いとし雲ず･

記

凹

回

第6号の2様式 第6号の2機式

扇e駒9垂壼

…

甲 月 己

Iあて勉子舞台……

曳住扇

血雪ご跨匡

一一一マザ率、

…唖蓉1塁…趣の侭皿＆守ら途ろととらに､軸←畦のごL番郵

ては､…1お引き受けし堂虹

徳0”p＝

目”

年 月 日

(あて塾千虹車……■…貝

現住庚

函廿嘩 の

……陣．…の包め■■辞らせらとともに．軸一身上のことF臼［

垂…必引き受けLまず、

勇唖

生便“

…月日

唾

》

諏

硯
生
生

1

46

濁 号
児旦（主狸》

氏 名

竿
Ⅱ

生
月 晶飼狩躬 唖 住 所 鯛 靴 勵 号

ｊ
葡

使虫ｌ瓜児
氏

生甲

〃 、
臥還舌名 現 に 所 日 斬



第11号様式
肩11号嘩式

第ll号様式
寡皿号蟻式

事故畢含害 亭哉劃き客

年 月 日 皐 月 日

(あて先）千芙市急胃委負会 (あて先）霜市験茸苗貝会

千要竃室 学岐長 目 千貢荊立 学唆長

このことについて.千妻白迄小窪及び中霊管理艮昂寅己奄浄規定に異り.下田のとおり軽き
L全十・

二の二とについて､千夷市立オー且琴中学核苦理規副買48亀の境定健主ヮ､下混めとおﾜ宝き
し女十・

狸 巴

I 事故需要

Z 亭故の壷1

2発全日吟 早 月 日（喝日)霜･午技 吟
3発望所

4当享巷

5…電

Ⅱ事葬我況

ユ夢故の錘と現暑…

2亭故の軍画

Ⅲ事故…の処量

I 亭故の厩要

1 亭故の粧別

2発生日坤 竿 月 日（劇日)午前･午後 時 分

3発皇署所

4 当亨考

己亭故の趨壁

Ⅱ悪教の極

1垂の状況と現塁口車国

2亭故の麺

皿事故肇後の処丑

分

※壷上の＝

ｱ唾函壺目に尖って四才ることを■閉と十る二軍当十る内容部ない鈴ば．者路十
色■

イ Iの1の『亭一”』屋ついて隼「謡、中の夢故j,『歓茸謀堀宜均上の事故1，『宣廷』､
『大曲､『祷｣､ r交這”』などと睡十ろ．

ウ 1の4の『吉蓉』庭ついでは､野己全一一＝一軍･毎．函考名を、皐員

…建己・氏名･~写を､その畦の鎧建＝・年＄－忌妄・生所卒を鹿入十ら．

ｴ 】の5の『函の包曳』につb,てI主人の負啓の起度､約の狽浸…の録好字圧入ナるロ

オ皿の…垂の処丑】についてI式、尋兵壺ろ処丑．毎■春への垂､目係観閲へ幻
連語などを里入すらロ

カ壹湾露幸＝函孟見誤ユ鞍ろ母翫芸､『Ⅱ事故の…に併妃ナる･

坪鞆lこ異る亭故銅毎こついては､アからオ主君によるものの瞳か.次のけ）から（才〕重

でにゑろものとする．

（ア) 当＝の重見を浄殉国するととも崖目魁考亭囲係君字らの事博画面『F宅づむ、公重
力旬…感となる生う'零ある．

（イ） 事…、畜蓉竿誤歴官金行ったことに妾ﾜ､霊益を技ること弘鞍も､上う寧重IF
行うととも廷東国として譲一患員帝う．

（ｳ〕 壹毒…事汝への錘に端る要堅頁諦専歩あうた幸硅.『Ⅳその瞳S零画』
を鮫げ、それを記吋ろ．

〔＝〕”尋含~鱈兜置於亀って匙登蒋辱にそ…毒すなどして瓦開する．

（オ〕 苔…軍伍考から丞見蓉夢縄Hqきれた酷娼それを季汁するロ

※唾上の津

ｱ配載蓉の項回覧良って醒十ることを原閉と十る都.瞳当十る力専祭抵，鑑捻､右路十
る．

イ Iのｴの『亭詮の晒湧』'二つも､でば、『謎動中の事睦』､『敏育巫起婁涛トー教｣.｢迩毘｣.
i火災』､ r癖7J､『＝亭教』などと配入する.

ウ Iの4の『膏亭ご」鹿ついてI室も辱吾壁…合雄＝･氏名･琴・保茂春名を．等已昌

つ雲合ば､星一電一幸等堂､罰墜の鑑睦肇･零一医員一函等を唾する．

＝ Iの5の『亭欽の星屋｣についてば､人の負因の邑尻､駒の投函や按客の琶玩を己スォろ.

士、の「事塞生後の処量』につも､では､本人に端ろ処丑､樫浬考への壷、関毎穣盟への
連毎などを四十らq

力当亭管岡で写実関働な兄淨具盆番密さ．『Ⅱ亭蝉検波lに併毘する.

キ”に鰯る事故型毎こつ上､で曄ｱから壷で匡些らもののI畠か、汝のけ)から(ォ〕女
でに矢るものと十る･

《ア） 当奪の芭見を十＝露するとともに､目＝閨“からの亭博麺糎基づき．公正

かaつ啓唄的唯壁と念らように努める．

（イ） 事実砲駆推.盲埼亭酔狂君を行ったことにより.不利益を該ること誤軽､生うFロⅡ‐

行うとともに.函として産の唾員帝う．

《ウ） 当電等の夢社への罐謹講ろ要望.妄梅亭挙あっ…は、『Ⅳその筆塞函』
をaけ、それを已吋ら｡

（エ） 事故鋸舌…錘にあたって畢当再早にその画裏を…どLご蔵軒する．

《オ） 胃弱且[腰理容主ら宣見塞湿提出された暑合睦裁tをヨ汁する．

I
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改正前 改正後

事 由

期日又は痢同

休飛した学年

生俊の墨一画

その他祢鎚な頂

期日又は期同

休我した学年

生後の姑風

その他特記事項

健腹診断匠邸氏弔
ユ

特 翼 率 項



第9号様式 第9号様式

倣葬研

享罠函定伐呪、缶寄

平 月 凹

峰て勉千棄市即委、会

予風” 露零季“ 圃

二のこと膳ついて、 、年皮に麺耐る轌割定轆をT誕のとおり蚤的いたL立十．

塁

砿…叶

卒璽尽室状挺侭間毎

（あて先〕干寓ilj軟舘、全

千瓦古寺 高都学校氏

早 月 日

このこと'二ついて. 年度における卒桑毎誕璽番下鑓のと鈴り価Gいたし室灸

証

異人上の唾局尋画賀式画妃匂威の内訳その伊以露莎瓢を記人十ろ． 浮上の睡血国な弧哩は“自誕の毎その也墨夏郡筐挺人十るロ

知

第10号様式
E L ｡

L兵

P

篇 、

睡郵jO9､“ ‘
ﾖ

~:入学詐可“状況，眠告寄

平 、〃 ‘ ﾛ

〔あて錘千塁蛎輌毒、今

回参千罰可j立 高郡報長

第10号様式

h ~
距郵10砂

’入学肝可決塊《慨画勘

（あて先》干鎚市液打委口金 ・

干露市立 高専君氏

早 月 ，、

f

I
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第11号様式 第11号様式

里三里1Uq

いて、?…ー令

唾享叩弔

甲日田瓦町両・■●固呑 早度■、珂口口■旬■

J 革 q p

…画 ｡，… 同
■ 勾 脚

Iらても"『酔輌画同色

■
■
日
■
■
日

■
■

■
■

■
■

■

Ⅲ
別
Ⅱ
Ｉ
別
Ｉ

Ⅱ
１
１
１
１
１
１

Ⅱ
０
１
１
１
８
Ⅱ
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新旧対照表（千葉市立特BI｣支援学校管理規貝ﾘの一部改正）
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1

改正前 改正後

第1条～第71条 （略）

第1号様式（略）

第2号様式

徳2号壷l痢孟采贋”

口 約 書

〔んで園千襲市立 輯艮

且住所

平 凡 日

風… ④

現

僅
P

住間

垂“名 ⑲

次の者の在評J二…その色の烟圃監守らせる堰とも6こ、~←身上のことに屈し

て匙奄私ども陸おも､ておりIさ受けL父す．

■姥賑

》
岬

生
生

第3号様式
朝 も. G ら ｡

Ⅱ K 峠
ぃ .､

､ ､夢 , 弓- . ＝ 5 2~ 心陵 :嘩

唖 4 *､ ,､ - 勺 , , F ' 4
" '-, .k 鱗3号任式函毎二石、 勺

､ ‘’ , 目 ､ 皇 ' ' '#■由、断栖一告海 r ~ ‘ ‘ ・ ‘
’ 当 る - , 1 n 、-程 扁平. 月 岡一 .

' 弱く,弛薙〕鐘弟輔もふく ｡ 『

＃ /} .. -｡:憩戸5W-_,､..f超順璽:． …、 "m.-=-
.､ 5P‘ 1＝ざい;, " 『 -鵬 ｡

，'晶 一亀下諒L-兵ワき‘F審角暑考も､全L虫Lたので包西い全し史fろ き ‘
、 。P 『 f， ．,言． 獣 '･弓 ． ､ . . . ､ ， 唇 ， ，T

dv4 ‘ α器 贈. =乱 虫 ! ､ FF J
駒』 . , j P . E『 釦 ﾏ 引 PJ ..‘1 ，卜 人で9，‘ 酷 ､記吟 ．

･ ･ j ;,.厩意憲竜一壼卦｡．夷匿‘竿〃ロ
》
１

１
，

Ｊ
ｒ

Ｊ
・

■
↓
狸
ｉ
ｏ
ｊ
Ｉ
ｊ

”1
r _

■ 』

1 4

L 甲

崎 4

f
q , 0

変L竃の弓.所
b 害 0

4 4 - 』

定期・血叫の訂
申 J

…及び辰 ．

。 野寿f令亀】我

面匿己竃匠因も

特一屋事頂

第1条～第71条 （略）

第1号様式（略）

第2号様式

第2号霊（篭濁条問陳)

唇 的 香

<あて先〕千呂巾文 雑憂

魂住所

年 月 日

騒纂君氏名 （蹟］

冥庄尻

尿証人妃名 、 (題〕

竺今･ー毒一一壷＝抽

吹報の在詞"雄、佼酎その性の咽昼討らせるととら怪本人の一身上のことP因1

ては、一切狸どtBF錘いてお引き受けしますb

幻陣所

華嘩

生亭月日

第3号様式

：毎励職､､藤滋秘話;)蕗
ざ‘職鋤篭撚誇織“;ゞ,許報

醇慰蕊蕊違無緋長蕊
'： ．‘・ 烏 ､ ;: -､:i# ､ ､聟； ,厚. 夢→』､ ,． ､〆 ､〆,．: と、一二 2]芯､腰 1 , ..,,-- -.-． 幸･･･ ｡'X "1

- ' ､1' ﾛ F 寺今 " ｳ ･ 睦 ､､' 鼻 ･ 凸 ' ・』 も ｷF d U h q h 四 ■ j ■

－‘ ､ 下犀エリ､〆輪噴といかﾛ･つじたの諏宙も岸､ つ危-,' 1- ‘ 一･ ･ ､ ． . ' ‐と、 ‐ン､ ざ

p P ﾖ ■ ① 丘 4 廷 ■も 毎口 G q P f, ' , - . ..･ ， ．： ‘｛ x ‘心#, ､ ． . ｡, ｡ ,､‘卿.､ ‘ , , . ・・ 』. ｡：笹

拒雲罫美童鳶壽壽訶蕊夷‘ぬ平‘川！ Ⅲ
F 胸 芦 \

F, F P L ■ r

‘ を侭 ､ < 1F筆噛､ "L .･I . 寧 診 』ｧ錨, ､ z ド::;､

塞忘 ､の・凶."贋 ′ ・

= ､

〕

P 藤

当
》
Ｆ

●ゴ ヤ ､令
弓､

p L 1 か． ‘ 『 ア ィ、 普池 , ‘ : ｡ &■F~

､

、
皐
胚
院

Ａ
Ｊ
Ｔ
″

Ｊ
》
》
ず
も

、
ｘ
４
段

ふ
く
熊
山
●
託
増

寸
匠
宇

一

、

曇

呼

“
ワ
ユ
Ｌ

Ｌ

←
ｂ
甜叫

“
咽
ｊ
串

』
、

『
■

噌
曹

呈
寸

、
、
雷
六
ず
串

貯
辞
、

価
止
亀

守
４

Ｐ
ｊ
』

少
Ｉ
▼

h

“
も

〃 p d

b ■ 炭 F

J
J 期 ⑧ ■

b ‘ 44

ｒ

､ I

弓』 マ■ ゴﾕﾅ

一瞥．室､ ｡.』”鞠蝿球~ ‘ゞ｡ ‘: ･’･･鼎：
定届､子由晦の現

， や . 、油湾へ'､‘. 勺 ､ ' "
J F芯 ､！.『 . ~ 釉 學

函学槌び
蓬 ‐ ，↑夢

. ､ ■ ､ i

飽車珍断瓜卸名

啓 屋 ｡ ■‘項
T L 令 睡

eI - で



新旧対照表（千葉市育英資金支給条例施行規則の一部改正）
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改正前 改正後

第1条～第12条 （略）

第1号様式 （略）

第2号様式

ｻ

師2号似式

掘局詞魯

年 〃 【I

委員会 L

千塁i竝 酒雰諏良 画

舎睡かけIL毎市両長買蛭鈷召とLて画ヨであると認め郵主十ので揖郵L室十・

配

F画莅－奉再－F両一軍雁茗－F司

詞

[注］

!

(1)敏科科ﾛ極r主各牽の敬而亜圃に径い唾十ろこと．

②奉瘤掌甦尭校1年生の叫合は中窪畠…の全域は科目

に…を‐…竿生面ﾄ･の“は寓校の賎奔室で睦瞳抜科

記入すること．

(各敏

ロ准・

国
で

‐
雌
・
》

＃

1

第2号様式～第9号様式 （略）

ｹ

幹

恒一丘凸△山

侃睦体育

索

…

極

恂鋼

専門

孝佼唾錨

Ⅲ戸
一

－＝

二二二二＝

位1画匡吋悪I￥

0

垂f顕EP閲する所見

ﾛ ､F p l

第1条～第12条 （略）

第1号様式 （略）

第2号様式

姪号堕式

妄風会

脆自君苔

千具市立 高津矛佼艮

螺 Ⅱ 日

下記蔀l主千笈河典詞唾侭廿として適当であると認められ文すので随到L宣す．

星

「悪冠一云燕~F同一軍1恵一弓

[画 (】】敏料科n厘匙各学校の段洵垂臣に従い唾すること．

②､学毒悲曲氏.寓校l平生の“ば中雑最銚学乍の全域

に…を．商…江上の酷は高校の的学年室で罐

唖十ること6

第2号様式～第9号様式 （略）

匝朴ロ(各敏祁長卜屈， 侭

吋蝿1mを．5函で 、

陸

〔壁・公国

L〃

侭譲



議案第16号関係参考資料

千葉市生涯学習センター管理規貝Ilの一部改正について (議案第1 6号）

生涯学習部生涯学習振興課

改正の趣旨

平成31年10月1日の消費税率（国

附属設備利用料金基本額の改定及び駐車場

を行うほか、規定の整理を図るため、千

行うもの。

1

・地方）の引き上げに伴う生涯学習センター

使用料の減免方法の見直し等に伴う所要の改正

葉市生涯学習センター管理規則の一部改正を

改正の概要

（1）駐車場使用料の減免方法の見直し（第1 5条）

これまで、使用料の減免を受けようとする者は、千葉市生涯学習センター施設使用料

減免承認申請書（様式第9号）を提出しなければならないとしていたが、市長が特に認

める場合はこの限りでないものとする。

（この市長が特に認める場合とは、身体障害者手帳等の提示があった場合で、

これにより申請書の提出を免除するものとする旨別途定める｡）

2

（2）附属設備利用料金基本額の変更(別表第1）

現行表示料金に消費税率引上げ分を転嫁する。

「現行表示料金×110／108＝新料金」

原則として内税方式とし、 10円未満の端数切り捨てとする。

また、備品の入れ替えがあったため、品目等についても一部改正する。

（3）様式の教示文の変更（様式第7～8号、第13号）

様式中の審査請求等に係る教示文を改める。

※行政不服審査法の全部改正（平成28年4月1日施行）に伴う様式の一部改正

施行日

公布の日

「（2）附属設備利用料金基本額の変更」については、平成31年10月1日以後の使用

に係る利用料金について適用し、同日前の使用に係る利用料金については、なお従前の

例による。

3
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議案第16号関係参考資料

新旧対照表

(千葉市生涯学習センター管理規則の一部改正）

54

改正前 改正後

第1条～第14条略

(使用料の減免）

第15条条例第15条の規定により使用料の減免を

受けようとする者(以下「減免申請者」という。 ）

は、千葉市生涯学習センター施設使用料減免承認

申請書(様式第9号)を提出しなければならない。

2 前項の申請書を受理し、使用料を減免するとき

は、千葉市生涯学習センター施設使用料減免承認

書(様式第10号)を減免申請者に交付するものと

する。

第16条～第24条

別表第1 附属設備利用料金基本額

口
《
台
設
備

|コントラバス用椅子 l l本 | 400円’

備考

今
云
を

司
台

含む。

二二
細
一
注
輻
一
型
等

グ
－

区
分

品日 単位 金額(1日

につき）

ホール照明セット（ポ

ーダーライト、アッパ

ーホリゾンライト、フ

ロントサイドスポッ

トライト、シーリング

スポットライト）

一式 10,680円

ホール音響セット

はね寂リスF一カー

一式

1台

12,960円

2.080円

演台及〔財E台 一式 2,080円

ホール用デッキセッ

I､ (DVD、 CD、MD，力

セット）

幕板付会識机 1台

91040円

800円

椅子 1本 200円

第1条～第14条略

(使用料の減免）

第15条条例第15条の規定により使用料の減免を

受けようとする者(以下「減免申請者」という。 ）

は、千葉市生涯学習センター施設使用料減免承認

申請書(様式第9号)を提出しなければならない。

ただし、市長が特に認める場合は、この限りでな

い。

2 前項埜の申請書を受理し、使用料を減免する

ときは、千葉市生涯学習センター施設使用料減免

承認書(様式第10号)を減免申請者に交付するも

のとする。

第16条～第24条略

別表第1 附属設備利用料金基本額

’
拝
台
設
備

|コントラバス用椅子 l l本 | 400円’

備考

△
室
一
律
一

司
台

含む。

二二

区
分

品目 単位 金額（1日

につき）

ホール照明セット（ボ

ーダーライト、アッパ

ーホリゾンライト、フ

ロントサイドスポッ

トライト、シーリング

スポットライト）

一式 1q870円

ホール音響セット 一式 13,200円

演台及と灯E台 一式 2, 110円

会議机

椅子

1台

1本

810円

200円



示司
’

| I'アノ糯 | I* | 1_"n円’

三
指揮I者用譜而今 台 610円

55

’
| Iノァノ埼子 l l本 | 1.7nn円’

別表第2略

様式第1号～第6号略

三

三
可動

用

二二

置
・
上
ン

床
型
卓
型
ハ

ド

型・夕

ピ
型

イ
ン

移動

用

指揮者用譜面台 台 600円

演奏者用譜面台 台 200円

指揮台 台 1．200円

山台（平台） 一式 ?3680円

プログラムスタンド 台 400円

映
像
設
備

ビデオプロジェクタ

－、スライドプロジェ

クター、 OIP、香画力

メラ

大型プロジェクター

スクリーン

AVワゴン（ビデオ､テ

レビ）

16ミリ映画フィルム

コンバーター

1台

1台

一式

一式

1台

5, 120円

7,720円

24nn円

6,"0円

7,320円

音
響
設
備

有線マイ

タンドセ

ク・マイクス

ツト

ワイヤレスマイクセ

ツト

カセットデッキ(CD、

Ⅲ、カセット）

移動用音響調藥卓

周辺機器

一式

一式

一式

一式

1台

2,960円

4320円

&皿旦

1n71nP

E110円

楽
器

国産フルコンピアノ

露 ﾆピアノ

楽器・アンプセット

（ドラムス、シンセサ

イザー､ポーカルアン

プ、ギターアンプ）

1台

1台

一式

75_"n円

3.400円

6,440円

そ
の
他

電子白板

展示用パネル・白板．

掲示板

1台

1台

1_71n円

400円

別表第2略

様式第1号～第6号略

三
可動

用

二二

三
床置

型・

卓上

型

ハン

ド

型・タ

ピ
型

イ
ン

二二

移動

用

演奏者用譜面台 台 200円

指揮台. 台 1,220円

山台（平台） 一式 7411n円

プログラムスタンド 台 400円

映
像
設
備

ビデオプロジェクタ

－、スライドプロジェ

クター、 OII、書画力

メラ

大型プロジェクター

スクリーン

州ワゴン（ビデオ､テ

レビ）

16ミリ映画フィルム

コンバーター

1台

1台

一式

一式

1台

5,210円

7,860円

3.460円

6,550円

7,450円

音
響
設
備

有線マイ

タンドセ

ク・マイクス

ツト

ワイヤレスマイクセ

ツト

カセットデッキ(CD、

皿、カセット）

一式

一式

一式

3,010円

4400円

810円

楽
器

国産フルコンピアノ

電子ピアノ

楽器・アンプセット

（ドラムス、シンセサ

イザー、ベースァン

プ、ギターァンプ）

1台

1台

一式

ツR4nn円

3.460円

6,550円

そ
の
他

電子白板

展示用

掲示板

パネル・白板。

1台

］台

1．750円

400円



議案第16号関係参考資料

甲

勺

3定笹理者③

生したので訊虹

P

僅式魂7号

擢

｢素~弄苛言~引う
、 年 月 日

千葉市生狂学習センター佑鋤便用変更不許可通知曾

撹定管理行④

年 月 日付けで申闘のあった千藁市生涯学習センターの箆設の使用

に問する許可事項の変更については．下記の理由により、許可しないので通知します．

1 申飼の内容

2許可しない理由

妃

－

唾

！ この処分についての麺副求I土この処分があったことを知った日の翌日から起算

して§ﾛ聖内に､千蕊市長に対してすることができます.

2 この処分の取洞しを求める解既は、この処分があったことを知った日の翌日から起

算して6箇且以内に､揃定侭理考を枝告として提起することができます.

撮式第8号

樫

｢霞一雨一恵一再1司

千璽市生涯学習センター袴”使用許可取洞通知轡

年 月 日

術定管理者⑳

次のとおり､千葉市生浬学習センターの施設の使用許可を取り洞しましたので通知し

ます．

1 取り洞した使用許可の内容

2使用許可を取り消した理由

弓
壁丞

1 この処分についての密壷城求は、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して60日以内に．千蕊市長に対してすることができます．

2 この処分の取消しを求める訴訟は、この処分があったことを知った日の翌日から起

耳して旦箇月以内に､括定症理老を披告として提起することができます.

許
可
を
受
け
た
率
項

許可年月日及

び許可言号

使 用 日

行 事 名

使用施設及び

使用時間

使用 区 分

使用予定者数

廷

流蝕名 使刑時間

変 更 事 項

許可年月日

及び許可番

使 用 日

行 事 名

使用施設及

ぴ使用時間

施訟名 使用時間

使用区分

使用予定者散

槌式節7恩

千葉市生匪学

際

｢素~扉~司冨~可一司

召センター斌野伸用変更不肝可

年

通知否

月 日

捕定笹理者＠

年 月 日付けで申詞のあった千瑛市生正字召センターの施設の使用

に関する芥可耶馴の変更については.下記の理由により.許可しないので通知します.

肥

1 申勘の内容

2許可しない理由

審査蘭求筍について

l この処分についての窓存醐求は．この処分があったことを知った日の翌日から起算

して3か月以内に、千霞市長に対してすることができます｡

2 この処分の取澗しを求める解歴は．この処分があったことを知った日の翌日から起

算して…以内に．描定管理者を披告として蝿起することができます．

桜式凱8号

楓

｢豆~両~颪~司気
年

千度市生醒学習センター施設使用許可取禰過知日

次のとおり．千飼市生狂学習センターの施設の使用許可を取

ます．

l 取り柄した使尉許可の内容！

2使用許可を取り駒した理由

月 日

ー卦
審萱罰求尋について

l この処分についての声杏四束は．この処分があったことを知った日の翌日から届算

して3か凡以内に､千賎市長に対してすることができます．

？ この処分の取飼しを求める所訟は．この処分があったことを知った日の翌日から起

算して6か月以内に.宿定管理者を被告として蝿起することができます．

許
可
を
受
け
た
亭
項

許可年月日及

ぴ肝可掛り

使 用 日

行 堀 名

使用施没及び

使用蹄間

使 川 区 分

使用予定者数

魔設名 使用時間

変 更 嘱 項

許可年〃日

及び許可岳

使 用 日

行 郡 名

使用施設及

び使用時間

液計承 使用時同

使用区分

使用予定打散



－二司
定管理者⑳

'一の歳設の囚

-

‘
HK分了零誰剛＝ I油

瓶行期日）

この規則I;

ﾘ用料金c

この規則li

l日以後c

従前の例I;

の目から琉

祥渦搾

よる散

使用に

ヒンター管理規則別表第10

萱用し、同日前の使用に係署

\lC

は、力
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樺式踊】3吋

桜

千集市生涯学習センター津弱冠状変更不

｢蒜壼冒1司
平

承雰売揃啓

年 月 日付けで叩面のあった千藁市生涯学習セ

の変更については.下配の理由により､承配しないので通知します．

田

1 申闘の内容

2趣しない理由

月 日

拓定管理者⑳

ンターの施設の哩状

ヨ
麺丞

l この迅分についての宮査廊求はもこの処分があったこと

して型旦以内に、千里市艮に対して衣ろことができます．

2 この処分の攻翻しを求める訴墨は.この処分があったこ

算して6箇且以内に.旧定涯理容を被皆として姪露るこ

を知った日の翌日から起耳

とを知った日の翌

とができます．

日から起

使用 日’ 年 月 日’ 昭日】 行事名I
崖”曇 時同 金餌(円】

使用者区分 小計

使用者子定数

樫式痢13号

千隻市生

概

亜学習センター胞設瓜棋変更

｢蒜壺胃~戸
年

不承配調和趣

年 月 口付けで中冨のあった千鼠IF生歴学習セ

の変更については､下妃の埋由により､承認しないので通知します．

記

1 申陶の内容

2承鞄しない理由

月 日

審査画求再について

】 この処分についての寿宜画求は.この処分があったことを知った日の翌日から起算

して］型且以内に､千隻市長に対してすること力聴きます.

2 この処分の取禰しを求める訴訟は､この処分があったことを知った日の翌日から起

算して§か月以内に.掴定管理者を技告として毘起することができます．

使用 日I 年 月 日【 咀日） 行事名’
施設名 叫問 金額(円）

使用者区分 小叶

便、者予定政

野画珊由】
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議案第18号

千葉市教職員研修計 画等の策定について

学校教育部教育指導課

策定の理由

公立学校の教職員の資質向上のため、平成29年4月に教育公務員特例法の

一部改正が施行され、 これを受けて平成30年3月には「千葉県・千葉市教員

等育成指標」を策定しました。

今年度、本市においては育成指標を踏まえて、千葉市教職員研修計画等を立

案しました。

なお、今後、 これらを学校・教職員に周知を図り、教職員が自ら学び続け、

資質・能力を向上させるための手立てとして活用するとともに、教職員が自ら

の研修履歴を振り返り、必要な研修を受講できるような環境づくりを進めて参

ります。

1

概要

(1)教員等育成指標の4つの柱に対応するキャリア・ステージごとの目標

千葉市の教職員として各キャリア・ステージにおける目指すべき目標を

新規策定。

(2)教職員研修体系

本市の研修の全体像を職種別に示した。県市育成指標を踏まえて改訂。

(3)教職員研修計画

平成31年度に本市で予定している研修を､県市育成指標を踏まえて整理。

2

今後の予定

3月20日(水）

3月下旬

4月以降

3

教育委員会会議にて議決

ホームページにて公開

校長・教頭・教務主任研修会等、教職員対象の各菰悉皆研修会

において周知

教頭研修会等において人材育成を含めた研修テーマの一つとし

て指標や研修計画等の活用法を協議

研修履歴の活用に向けた手立てを研修検討委員会で検討
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1

グローバル化の進展や社会環境の急速な変化の中で、子どもたちに21世紀を生き

抜く力を育成するため、教職員自らが常に学び続け、指導力と資質・能力を高め続け

る必要があります。

千葉県・千葉市教育委員会は、教育公務員特例法の一部改訂を受け、平成30年3

月に「千葉県・千葉市教員等育成指標」（以下、「指標」 という）を策定しました。

さらに《千葉市教育委員会では、指標を踏まえつつ、教職員が身につける資質・能

力の目安や目標を定めた｢痘標の4つの柱に対応するキャリア･ステニジ'ごとの目標｣、

体系的・効果的に教職員研修を実施するための「教職員研修体系」、教職員自らが意欲

的に研修を受講する手がかりとしての｢教職員研修計画｣を定めました｡

【背景】

特例法の一部改正（平成28年11月）

指標、研修体系、研修計画の策定

公表の義務化

社会環境や学校教育を

取り巻く環境の変化

＃高度化・複雑化する

諸課題への対応 今までの画_処

教育水鑓の継承

とさらなる発展

が必要

『群蕊燕認識I;: '; <.詐 ；認
鴬教職彙鰹資輿･能か11

鞭蕊蕊軒職
L F■R f弊ﾏJ 品 ､ F p q ‐ 刀 』

子どもたちが予測不可

能な未来を生き抜くた

めの「生きる力」の育成

ｈ
ｆ

‘ 団 ｜ヨI

千葉市の教員等研修の全体像を体系的に図示
したもの◎4つの柱とは

・教職に必要な素養
・学習指導に関する実践的指導力
・生徒指導等に関する実践的指導力
・チーム学校を支える資質能力
◎3つのキャリア・ステージとは
I 【成長期】学級経営、担当教科指導等

Ⅱ 【発展期】学年経営、校務分掌主任等の
ミドルリーダー

Ⅲ【充実期】学校運営等、職員全体へ指導
・助言

千葉市教育委員会が実施する様々な研修講座
の対象者、内容、育成が見込める指標の4つ
の柱などを一覧表にまとめたもの

品

蕊蕊蕊露蕊霧
屯

■

■
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■
■
馥
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龍麺渥向 密さ
壷昔かデ
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〃指標の4つの柱に対応するｷｷ,リア.ｽデｰ畿灘ごとの歌
○各キャリア・ステージにおける教職員として求められる姿を把握してください。

○教職員として成長していく上で、自身に必要な資質・能力を確認するとともに、

次のキャリア・ステージへ進むための目標や研修テーマとして活用してください。

○定期的な自己評価と自身の状況を明確化する際にも活用してください。

i薯聴員研傭体系

○キャリア・ステージに応じた本市の研修の全体像を示しています。

教職員一人一人が自身のキャリアプランを構築し、 自ら学び続けていくための

道標として活用してください。

○平成31年度に千葉市教育委員会が実施する様々な研修講座の対象者、内容、

育成が見込める指標の4つの柱などを一覧表にまとめています。

キャリア・ステージごとの目標や研修体系を見て、受講したい研修を探す際に

活用してください。

1

I

管理麗鋤て
○所属教職員の育成目安として平時の指導・助言や目標管理の面談時に活用した

り、所属教職員のキャリア・ステージに即して、資質向上に資する研修の受講

を助言したりするときに活用してください。

○校内研修の推進に役立ててください。

b 〒q

r q 同,､ 』L込 竃か ,､露謹令.･段

､ ~ ▽ず ご Y 品､べ
､キャリア･ステージと'さ…

■1 ■己亜 ■ ごp 里JF J

千葉市では、学校規模による教職員数の違いや、若年層教員の大量採用による

年齢層の二極化、講師や他県他市での経験のある教職員の採用等が存在する現状

の中で、年齢や経験年数によらず職を担うケースが増えていることを踏まえて、

指標や目標をキャリア・ステージごとに設定をしました。

【成長期】 【発展期】 【充実期】

醗腎蕊蕊醗腎蕊蕊
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教育委員会会議第3回定例会座席表

3月20日

傍聴席(10席） 報道関係(3席）

総務班

主査

総務課

総括主幹

教育総務
部長

教育次長
学校教育

部長
生涯学習

部長

総務課

課長補佐
学事課長

生涯学習

振興課長
中央図書

館長

企画要長
教育指導
課統括指
導主事

生涯学習
振興課

担当課長

文化財

課長

教育職員
課長

教育職員
課教職員
担当課長

教育支援
課長

教育セン

ター所長

養護教育
センター

所長

子惟"也壺

課長

学校施設
課

担当課長

保健体育

課長
総務班 総務班


